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○議事日程 

   日程 第 １ （議案第１号～議案第９号）平成２７年度那須烏山市一般会計・特別会 

          計・水道事業会計予算について ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（佐藤昇市）  皆さん、おはようございます。 

 平成２７年第２回３月定例会第６日目予算質疑です。本日も議会傍聴に足を運んでいただき

まして、大変ありがとうございます。ただいま出席している議員は１６名です。１４番山隆

四郎議員、１６番髙田悦男から欠席の通知がありました。定足数に達しておりますので、ただ

いまから会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

                                    

     ◎日程第１ （議案第１号～議案第９号）平成２７年度那須烏山市一般会計予算・ 

           特別会計予算・事業会計予算について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１ 平成２７年度那須烏山市一般会計予算・特別会計予算・事

業会計予算、議案第１号から議案第９号までについてを議題とします。 

 本案については、去る３月３日の本会議において、市長の提案理由の説明が終了しておりま

すので、直ちに質疑に入ります。なお、所管の委員会に関する事項については、委員会の審査

において質疑されるようお願いいたします。 

 それでは、質疑等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 １番相馬正典議員。 

○１番（相馬正典）  私、まだ１年になりません。それで、決算書と予算書を見ているんで

すが、なかなか読みとくのが非常に苦労しているところなので、何か間違い等がございました

ら、御訂正をいただければと思います。 

 最初に２９ページ、２款総務費１項総務管理費１０目の情報政策推進費についてちょっとお

伺いします。予算が１億２,９５８万５,０００円とございます。昨年が１億６５５万９,

０００円となっております。２,３００万円の増となっております。内容は多分ネットワーク

の構築の関係かなというふうに思うんですけれども、昨年の決算書によりますと、９,

６８０万円というふうにありました。これによりますと、３,２７０万円ほど多くなっていま

す。増額の要因というのが何か原因があるのかなと思いまして質問をします。 

 それから、５５ページでございます。１０款の教育費１教育総務費１目事務局費、教育情報

ネットワーク整備事業費、これも５,９４４万３,０００円を計上しております。昨年が決算書

によりますと、同じ事業名で１,６９３万円というふうにありました。これによりますと４,

２５０万円ほどの増額というふうになりますけれども、この要因はやはり何でしょうか。 

 ５項目ございます。３番目でございます。７２ページでございます。債務負担行為の調書と
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いう中に、小中学校スクールバス運行業務委託１億７,４５０万円、これ、来年度より実施す

るスクールバスのことだと思いますが、限度額が１億７,４５０万円で平成２７年から平成

３１年度というふうになっておりますが、内訳等について詳細がわかったら教えていただきた

いと思います。 

 それから４番目、８６ページ、消防費でございます。操法大会交付金というのがございまし

て、本年度の予算はゼロ円ということになっていまして、昨年は３２２万５,０００円をここ

へ計上してありました。その分は別な項目で載っているのか。それともないものなのか、ちょ

っとお伺いしたいと思います。 

 それから５番目、最後ですが、歳入のところの１０５ページ、８款の共同事業交付金、この

項目に対して合計で本年度の予算が８億４,５１６万５,０００円、昨年が４億３,７３４万６,

０００円、比較でいきますと４億７８１万９,０００円というふうになっておりまして、それ

に相対して歳出がありまして、１１２ページに、同じ共同事業拠出金ということで、約同額の

８億６,２５８万３,０００円が計上されております。申しわけありません、この共同事業拠出

金、保険財政共同安定化事業拠出金というものについて教えていただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  それでは、ただいま総合政策課関連の情報政策推進費につい

てのお尋ねがございましたのでお答えさせていただきます。 

 約１億２,９００万円ということでございますが、この情報政策推進費の中には、現在、市

のほうで運用しております業務系、情報系のネットワークのシステムの管理運営、それから、

こちらの中には市民課のほうで所管しております基幹系システムの管理運営費６,９００万円

ほど入っておりますけれども、主な増の要因といたしましては、現在、国のほうで進めており

ますマイナンバー制度の導入に伴う基幹系システムの改修費が約２,８００万円ほど入ってお

りますけれども、主な増の要因は、こちらのマイナンバー制度の導入に伴う経費ということで

ございます。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育長。 

○学校教育課長（網野 榮）  ただいま御質問のありました５５ページの教育情報ネットワ

ーク整備事業５,９４４万３,０００円の御質問がございました。こちらの内容でございます。

まず、結論から申し上げますと、大幅に上がった理由につきましては、これまで整備しており

ました機器がちょうど５年目を迎えまして、総入れかえの時期でございましたので、新たに機

器の入れかえ等があった関係上、大幅に増えているというのが大きな理由でございます。 

 内容を申し上げますと、まず、リース料関係ですね、一番大きいのはクライアントサーバー、
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それから学校のサーバー、いわゆる学校のパソコン教室とか教職員の先生方が使うパソコン

等々、いわゆるクライアントと申しますが、クライアントが４５７台、学校のサーバーが８台

ございます。そういった関係でクライアント、サーバー等が３,５２９万円、これが一番大き

くなってございます。それ以外に昨年度から導入いたしました電子黒板の関係の経費、リース

料等々が重立ったものでございます。 

 もう一つは、デジタル教科書ということで、教科書が４年間使用するものでございますが、

来年度小学校の教科書が改訂となります。その関係でデジタル教科書、小学校分５校分、購入

いたします。４０５万円ということでございます。 

 それ以外に学校教育ネットワークシステムがございます。これは、なすからネットというこ

とで独自のネットワークを組んでおりますが、こちらの補修、点検業務に関して、こちらが

３４６万６,０００円ということで、そういった関係がございまして、今回、昨年に比べまし

て大幅に増えたという状況でございます。 

 続きまして、７２ページでございます。７２ページの小中学校のスクールバス運行業務委託

ということで債務負担行為の設定分ですね。これは今回、補正予算で議決を頂戴したものが、

新たにこちらに加わって継続で起債になるというものでございます。 

 平成２７年度から平成３１年度までということで、５カ年で１億７,４５０万円という債務

負担のいわゆる限度額の設定をしたところでございます。こちらはスクールバスを導入すると

いうことで、御審議を頂戴した分で、５カ年で１億７,４５０万円でございます。単年度で３,

４９０万円で５カ年で１億７,４５０万円ということになりますが、こちらにつきましては、

ほぼ入札等が終わりまして確定してございます。結果的には、南那須中学校、今度新しくなる

南那須中学校ですね、こちらに４台のスクールバスを配置いたします。 

 それから、烏山中学校ですね。こちらに２台ということで、６台ということで合計で２,

２２６万７,９６８円ということで、ほぼ確定をしております。よって、債務負担のほうは３,

４９０万円の枠を設定しております、単年度で。最終的には２,２２６万８,０００円、ちょっ

と端数を丸めますが、ということで推移する予定でございますので、５カ年で１億７,

４００万円を想定しておりましたが、実質的にはこれの単純計算で５カ年いきますと１億１,

０００万円くらいで推移するかなということでございます。 

 それから、今回の理由としましては、スクールバス導入でございますが、小学校が従来どお

り２キロでございます。あわせまして中学校のほうがこれまで利用対象を６キロとしておりま

したけれども、そちらを御審議頂戴いたしまして４キロに改めたという関係上、烏山中学校の

ほうが２台増便ということでなった経過でございます。 

 以上でございます。 
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○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ８６ページ、操法大会交付金、平成２７年度はゼロになっており

ます。この操法大会につきましては、県の操法大会が２年に一度開催されるのに伴いまして支

部の大会、市の大会ということで、それらの開催に要する経費の交付金でございます。平成

２６年度操法大会開催しています。来年は開催しませんので予算措置はゼロとさせていただき

ました。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  それでは、私どものほうでは１０５ページ、１１２ページの国民

健康保険の特別会計についての御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、１１２ページの歳出のほうから先に説明をさせていただきたいと思います。この保険

財政共同安定化事業拠出金というものでございますが、これは県内の各保険者ですね、県内全

市町の国民健康保険の保険者が、共同でその年の医療費のかかる部分について、被保険者数で

あるとか、そういうもので国民健康保険連合会のほうで算出して拠出をしている事業でござい

まして、その年の医療費の増減によって、県内の各保険者の保険料がその年で上がったり下が

ったりしないように支え合う事業で広域的な共同事業となってございます。 

 これは平成２６年度までは、その事業の対象が１件３０万円以上の医療費を対象としており

ましたが、平成２７年度からは全ての医療費を対象として、その共同事業を実施することにな

りましたので、その拠出額も増えて、レセプトの医療費が全てに該当するということになりま

したので、拠出額が増額したということでございます。 

 歳入のほうですが、それぞれその療養費、その年の療養費、かかった分に対してその拠出額

から県下の各保険者のほうに分配されるもので、今回、その拠出額の９８％を歳入見込みとい

うことで計上したものでございます。そういうことで、昨年の倍ぐらいの金額の計上となって

ございます。 

○議長（佐藤昇市）  １番相馬正典議員。 

○１番（相馬正典）  大筋わかりました。総務の情報政策推進費及び教育費の教育情報ネッ

トワーク整備事業費、合わせると１億８,９００万円ほどになります。やはり巨額な今の時代

の流れの中で、デジタル時代ですからやむを得ないと言えばやむを得ないとは思いますが、や

はり慎重に縮減を少しでも図れるようにお願いしたいと思います。その辺についてお伺いした

いと思います。 

 もう一つ、今、共同事業拠出金の中で、保険財政共同安定化事業拠出金というのがありまし

たけれども、この辺がちょっと抜けたのかなと思ったのでもう一度お願いできれば。 
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○議長（佐藤昇市）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  御指摘のように、情報化に関しましては、さまざまな国の制

度改正等に伴って毎年システム改修等が出てまいります。そういったことで、予算が多額の予

算になっているということでございますが、そういったシステムの導入については今後、長期

継続契約等を利用して、少しでも維持管理、補修に係る経費を削減できるようなことを考えて

いきたいというふうに思っております。 

○議長（佐藤昇市）  大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  ただいま御説明申し上げたつもりだったんですが、説明がちょっ

と足りなくて申しわけございません。保険財政共同安定化事業拠出金と言いますものは、全て

の医療費を対象に平成２７年度から各市町村の保険者、県内ですと２５市町の保険者がそれぞ

れお金を出し合って、保険のその年の医療費相当分のかかる部分について、それぞれ支え合う

事業で、県の保険者の平成３０年度の都道府県化をにらんで、全ての医療費を対象ということ

で、今回事業費が拡大されたことに伴いまして、昨年の倍というような金額計上になったもの

でございます。平成２６年度までは、１件３０万円までだったものが、平成２７年度から全て

の医療費を対象に、その支え合う事業が拡大されたということでございます。 

○議長（佐藤昇市）  １番相馬正典議員。 

○１番（相馬正典）  了解しました。予算の縮減を少しでも図っていただければと思います。

了解しました。ありがとうございました。 

○議長（佐藤昇市）  ４番矢板清枝議員。 

○４番（矢板清枝）  私は本当に見方がわからないので、ただ質問という形でさせていただ

きます。 

 どのような内容かというのをお伺いしたいと思います。３５ページ、総務費監査委員費の

１３０万５,０００円というのがどのような内容なのか。 

 それから、４７ページ、６の農林水産業費１の農業費の７地籍調査費で３,８２７万３,

０００円というのは、前年に比べると差額みたいなのがあるんですけれども、この部分のどの

地区で行っているのかというのと、今後どのように進めるのかというのを聞きたいと思います。 

 それから、４９ページの７の商工費の中の商工費で４の観光費の観光振興費というのがある

んですけれども、これが１,３０５万４,０００円ですね、これもどのような内容かということ

です。 

 それから、その中の同じ商工費の中の広域観光活性化事業費が１４２万４,０００円、これ

もどのような内容かということと、その下のまちおこし推進費７４２万円、これもどのような

内容なのか教えていただきたいと思います。 
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 それから次の５０ページ、これも同じ商工費なんですけれども、観光施設費で龍門の滝周辺

施設管理費というのがあるんですけれども、これもどのような内容なのか教えていただきたい

と思います。 

 それから、５２ページ、８の土木費の河川費河川総務費の１,４７３万５,０００円で、前年

と比べると８９８万１,０００円という差額があるんですけれども、これがどのような内容な

のか、この分も教えていただきたいと思います。 

 それから、５４ページの消防費の消防施設費というのがあるんですけれども、消防施設整備

費で５,４７７万８,０００円というのがどのような内容なのか、教えていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  平山事務局長。 

○事務局長（平山 隆）  矢板議員の御質問にお答えしたいと思います。監査委員運営費で

ございますが、監査委員２名の報酬、費用弁償が６７万９,０００円、職員旅費等１８万４,

０００円、書籍追録代２９万５,０００円、郵送費６,０００円、全国、関東、栃木県都市監査

委員会費等１３万１,０００円、それから、監査委員交際費として１万円の計上でございます

が、昨年度に比して９万８,０００円ほど増加しておりますが、これは複雑化する監査委員業

務に対応するため、職員の研修派遣を予定しております。それが７万３,０００円のプラスと

なっております。合わせて１３０万５,０００円の予算でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  高田都市建設課長。 

○都市建設課長（高田喜一郎）  ４７ページの地籍調査費なんですが、これは南那須地区と

烏山地区に分かれて、今２班で進めていますが、南那須地区が昭和４９年から、烏山地区が昭

和５４年から実施しております。地籍調査は皆さんの宅地とか畑、田んぼなど土地を調査する

わけなんですが、地籍調査前の公図は明治時代につくられたものですので、面積などもかなり

違います。それを正確にはかるためにやっております。 

 現在は南那須地区が大里地区、烏山地区が大木須地区で行っています。南那須地区は平成

３５年ごろ終わる予定なんですが、烏山地区は烏山の南部というか、向田とか野上、神長あた

りが残っています。市街地も残っています。かなり時間的にはかかるのではないか。あと

３０年近くかかるのではないかと思います。南那須地区が終われば、その班も烏山地区に行け

るものですから、もっとスピードは上がると思います。そのようなところです。 

 もう一つが、５２ページの河川総務費なんですが、これは県で実施しています事業に対する

市の負担金です。これは神長地区の土砂災害特別警戒区域が、滝の駅の近くに烏山中学校のほ
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うへ上っていく道路の北側のところにあるんですが、そこの急傾斜崩壊対策をやるための６,

０００万円の２割の負担金です。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうでは４点の内容について質問がありました。 

 まず、１点目の説明欄、観光振興費１,３０５万４,０００円の内容ですが、まず、１つとし

て各観光振興費ということで負担金的なものが６件ありまして６２万３,０００円、負担金一

覧表に載っていますが、そのほかに補助金として市の観光協会の補助金が１,１７５万円にな

っています。その２点でございます。 

 次に、広域観光活性化事業費１４２万４,０００円でございますが、広域観光ということで

各種広域的、東京等への旅費の市外イベント用で２９万３,０００円、それとこの中には

１０周年記念のイベント用のうちわをつくるということで、うちわ製作に４３万２,０００円、

それと新規でとちぎテレビのとちぎ発！旅好き！という毎週木曜日に、Ｕ字工事が今やってい

ますね。あの番組を今回、つくるということでの予算が５４万円。制作費に係る予算が５４万

円で、それによって県内で放送されるのが３回、それと関東６県へ１回放送されるのを含めて

の事業でございます。 

 次に、まちおこし推進費７４２万円でございますが、この内訳として、この中で山あげ祭を

開催するにあたっての諸経費、交通整理とかシャトルバスとかレンタルトイレとかを入れてい

るそういう事業で２１３万５,０００円入っておりまして、そのほかに１９節の負担金の中に

５２８万５,０００円ありまして、その中に補助金として、いかんべ祭の事業費補助金が

３２０万円、それとふるさと観光資源活性化推進事業費ということで、月次の梵天祭に８万５,

０００円、それと、一般質問も重なりますが、プロジェクションマッピングへの観光協会の交

付金で２００万円。最後に４点目の龍門ふるさと民芸館運営費５６０万４,０００円は、

１３節でいう指定管理の委託料がそのうち４８３万５,０００円、それと敷地が借地を借りて

いますのでその借地料が７６万９,０００円、以上そのようなことになっております。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ５４ページ、消防施設整備費の内容について御説明をさせていた

だきます。 

 まず、来年度消防自動車の更新を２台予定しております。それらに伴う予算が約２,

３００万円、ポンプ自動車が１分団４部、愛宕、金井でございます。また、小型ポンプにつき

ましては４分団３部、中山を予定しております。 

 続いて、消防車両の受令機でございますが、消防署全体でデジタル化ということで進めてお
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ります。来年度中にデジタル化にしないと、消防署からの指令が聞こえなくなるということで、

消防車両についております受令機４４台分、これらを全てデジタル化に更新するもので約１,

８００万円事業費を計上させていただいております。 

 それと、烏山地区内のサイレン吹鳴を消防署から一斉に行うためのサイレン吹鳴システムに

つきましては、リース契約で行いますが、２１９万１,０００円ということで計上させていた

だいております。 

 それともう一つ、予算書の中にも入っているんですが、消防車庫の新築、改築工事につきま

しては、実は予定していたところが、地元のほうの意向がちょっと固まらなかったということ

で、１,０００万円ほどで上川井の消防車両の更新とそれをあわせて考えていたわけなんです

が、これについては来年度はちょっと地元での対応ができないということになってしまいまし

た。それらについては、今後、向田もありますし、消防車庫等の老朽化のところもありますの

で、地元の意向もくんで対応していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ４番矢板清枝議員。 

○４番（矢板清枝）  わかりました。了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  私は社会教育のほうについて少しお聞きしたいと思います。 

 ５９ページ、教育費社会教育総務費事業費の中におきます子供体験教室事業と若者交流事業

費についてお伺いします。折にふれて、体験学習の重要性について生涯学習課の課長ともお話

を続けてまいりました。その中で、社会教育事業費の子供体験教室事業費が、私ちょっと初め

ての質問なので、どちらかというと、予算概要のほうで調べさせていただいております。 

 子供体験教室事業費が４００％の増加、それから、若者交流事業費のほうが８５％の増加と

いう形で予算のほうが提示されておりますが、その内容と今年度の活動の計画についてお聞き

したいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  子供体験教室につきましては、烏山公民館等で実施している

事業でございます。平成２６年度、今年度につきましては、実施母体であります風の顔のほう

が創立の２０周年記念ということで、具体的な事業のほうがあまりできないということで、今

年度、直営で烏山公民館のほうで３回ほど事業を実施していたものですから、額のほうがかな

り少ない額で予算化されておりました。次年度につきましては、子供の体験を中心とした活動

事業のほうを年間１１回ほど行う形になっておりまして、このような予算化をしたものでござ

います。 
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 また、若者交流事業につきましては、今年度２月１５日に婚活イベントのほうを１市１町の

結婚相談所のほうで実施して、１５組限定で募集をかけたんですが、約１００名ほどの申し込

みがありまして、会場の都合で２名ずつ増員しまして３４名の合格者で実施をしたんですが、

そちらのほうもレディオベリーのイベントホールをお借りしまして実施したところなんですが、

６組ほどのカップリングができまして非常に好評を得たものでございます。 

 また、市長が各企業のほうを議長と市長で訪問した際に、ぜひとも婚活について市でも御協

力をお願いしたいということで、市長のほうからも特命事項で市単独のイベント活動をやって

はどうかということで、今回、約７０万円近いお金を新たに組ませていただいたものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  若者交流についての大変積極的な活動というか、積極的な施策が展

開されるということで、大変うれしく思いました。多くの若者たちの交流の場が必要とされて

いるというのは、本当に福祉の中でいくと、引きこもっている方、それからコミュニケーショ

ン不足というところから、私たちが積極的につくらなければいけないということが予算化され

ているということで、大変うれしく思いました。 

 子供の体験教室のほうですが、どのような団体との連携をとられるおつもりなのか。そのあ

たり、方針をお聞かせください。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  子供体験教室事業につきましては、以前、文部科学省の子供

の居場所づくり事業等で、平成１６年からずっと続けてきたものでございます。代表者が佐竹

さんが代表をしています風の顔ランドのほうが主に事業の実施母体となりまして、子供の体験

教室、ザリガニとりとか、教室だけじゃなくて、ケイドロとかいろいろな高校生、中学生とと

もに遊びを交えた体験教室等を実施している事業でございまして、今年度は風の顔とも話がつ

きまして、年間１２回ほど実施していただけるということで回答が来ておりまして、そのよう

な形で事業の準備を進めているところでございます。 

○議長（佐藤昇市）  ６番田島信二議員。 

○６番（田島信二）  ４点か５点質問いたします。４６ページ、畜産振興費３,０７１万４,

０００円ありますね。５６ページ、七合小学校施設整備費１２０万円、８２ページ、農地中間

管理事業７７０万円、前年度なかったんですが今年度あります。８３ページ、ＪＡ那須南営農

部会補助金５８万３,０００円、あと８３ページ、同じく畜産担い手育成総合整備事業補助金

３,０４６万５,０００円、この中身をお願いします。 
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○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  ４６ページの畜産振興費でございますが、これは栃木県の農業振

興公社が主力でやる事業でありまして、那珂川町と我が市と近隣、合わせて１０カ所以上にな

らないと該当しない事業なのですが、平成２７年度は本市では２名の方が草地造成、畜舎を建

てる必須条件で飼料作物をつくらなくちゃならない。そういう必須条件がありまして、草地造

成と畜産の施設等を建てる事業でありまして、昨年までなかったものですから、大幅に畜産振

興費で大きく出てきております。 

 ８３ページでございます。ＪＡ那須南の関係は、ＪＡ那須南に各部会等がございます。

３０じゃきかないかもしれませんが、その部会等の運営するのに若干の補助金としてＪＡに

１回でいっちゃうんですが、ＪＡはその中から各部会に、その事業の内容によって配分してい

るというような状況でして、これは那珂川町も若干那珂川町のほうが多いんですが、そういう

部会の運営費に係る補助でございます。 

 その次、同じく８３ページ、畜産の関係ですが、これはただいま畜産担い手のほうでお話し

した金額でございます。それから、８２ページの農地中間管理事業でございます。これは

７７０万円ですが、前にもお話ししましたけれども、中間管理機構という事業が県の４本の柱

で出てきまして、離農される方、２町歩以上の方に７０万円、５反歩以上の方に５０万円、そ

れから５反歩未満の方に３０万円というような、離農される方々の貸し手としての補助金、そ

ういうものが入っております。 

 また、それプラス集落で集積事業をやりましょうというときに、その集落に対しての国から

の補助ということで、いずれにしましても新規事業なものですから、特に金額的にはこういう

ふうに大きく出てきちゃう状況でありますが、新しい４本の柱の国の施策の中の事業の一環で

ございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  予算書の５６ページでございます。こちらの教育費、小学校

費の中の一番下の説明欄ですね。七合小学校施設整備費１２０万円の御質問がございました。

こちらにつきましては、この予算書の７６ページにも工事一覧ということで、建設工事一覧表

というのが添付されている７６ページにも記載してございますが、七合小学校の黒板の張りか

え工事でございます。黒板がちょっと古くなってしまいますと、横から見たりいろいろした場

合に、光っちゃって黒板に板書したやつが見えなくなってしまうんですね。そういった事象が

発生しておりますので、黒板の張りかえ工事、６教室ございますので、こちらの黒板の張りか

え工事を１２０万円をかけて実施するというものでございます。 
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 以上です。 

○６番（田島信二）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  最初、３８ページで、民生費の中の子育て支援、子育て支援センター

事業費、地域子育て支援一般型事業費、ファミリーサポートセンター事業費、微妙に違う名前

になっていて、やることも違うのはわかるんですけど、ファミリーサポートセンターのほうは

概要の中にちょっと説明があるのですが、ほかがどれがどれにあたっているのか、ちょっとわ

かりにくいので、総額にすると結構な金額になっているので、それを教えてほしいです。 

 次が、３９ページの民生費の中の児童の中、市立保育施設運営委託費、これが結構増えてい

るみたいな感じがするんですが、もしかすると料金が変わるので、それのためのことなのか説

明をしていただきたいと思います。 

 次が、８８ページ、毎年聞いているんですけど、奨学金の補助金が出ています。今年度ちょ

っと増えているので、何名か増員の予定で増やしているのかどうか。 

 次の８９ページの教育費の中の社会教育費、那須烏山市成人式実行委員会交付金がことしは

ゼロになっているんですけど、どこか違う課でやることになったので変わったのか。やらない

のか。それとも、何か会費とか集めるのかちょっと伺いたいなと思いまして、お願いします。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、３８ページの、まず子育て支援センター事業費

２９９万４,０００円の件なんですが、まず、この子育て支援センター事業費につきましては、

現在、こども館でやっている移動出前サロンとか、育児不安等に関する相談とか指導などの、

こども館でやっている事業に対する事業費という形になります。 

 次に、ファミリーサポートセンターは来年度から実施するものでありまして、乳幼児や小学

生等の子育て中の保護者を会員としまして、子育てをお願いしたい人とか、子育てを受けたい

人を中間的な調整を図るための、そのためにやるやつがファミリーサポートセンターというこ

とで、保育園に仕事で連れていけないから、かわりの方が連れていくとか、あとお迎えとか、

そのような形になります。 

 次に、３９ページの市立保育施設運営委託事業費ということで、これにつきましては、４月

から、子ども・子育て支援新制度が始まりまして、増えた理由につきましては、今まで認定こ

ども園、みどり幼稚園さんが今度、認定こども園ということで、３歳、４歳、５歳の分も今度

市から負担金として払う関係が出てきましたので、それで増えたという形になります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 
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○学校教育課長（網野 榮）  奨学金の御質問がございました。８８ページでございます。

こちらにつきましては、昨年度に対しまして、今年度は増員を図った、対象者を増やすという

ことで、増えた関係上、このような数字になってございます。平成２６年度は５６０万円、平

成２７年度が６８０万円ということで、１２０万円の増になっておりますが、こちらにつきま

しては、昨年度は１４名を対象としておりましたけれども、平成２７年度は２１名ということ

で、プラス７名の枠を高校、短大、大学という対象部分を増員を図ったということで１２０万

円の増というふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  川俣議員の御質問にお答えいたします。成人式事業でござい

ます。わかりやすい資料としましては、お手元に予算概要という書類が行っているかと思いま

すけれども、そちらの１９ページをお開きいただきたいんですけど、こちらの下のほうで社会

教育総務費７３２万３,０００円の中の上から２番目に成人式事業費があるんですけど、前年

度８０万円、今年度も８０万円ということで、今まで毎年成人式を迎える二十の方を公募いた

しまして、実行委員会を６月ごろから開催しておりまして、その中で代表者を決めていただい

て、その代表者あてに、実行委員会あてに交付金として一括交付をしておりました。 

 やはり交付金よりも、もっと見える一般会計で管理したほうがいいのではないかという意見

がありまして、今回、一般会計予算に計上させていただきまして、交付金から一般会計への取

り扱いとしたものでございます。内容につきましては全く同じ８０万円で予算化をしておりま

す。どうぞ御理解のほどお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  ただいま川俣議員の答弁に対して答弁漏れがありましたので、

一言御説明を申し上げます。 

 質問の中で子育て支援事業費というお話もあったと思うんですが、この子育て支援事業費と

いうのは、この中に３つの事業が入っております。まず１つが、遺児手当給付費ということで、

父親か母親が亡くなっている場合に子供に払う遺児手当と、それと子育て支援短期事業という

のがありまして、例えば子供がひとり親家庭の中でお母さんが急に病院に入院するようになっ

た場合、子供を例えば明和園とか桔梗寮に預けている。その事業費が子育て支援短期事業費と

いうことになります。 

 それともう一つが、家庭相談員活動費ということで、これはお父さんとかお母さん、家庭で

の問題を家庭相談員がこども課におりますので、その家庭に対する相談を受けるということで、

子育て支援事業費、中には３つの細事業があるという形になります。 
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 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  ほぼわかりました。ただ、新規のファミリーサポートセンターの事業

費が３００万円ぐらいとっていますけど、これは保護者を会員としてと書いてあるのは、名前

だけの登録でしょうか。それと、皆さん、サポートするのはボランティアでやるとしたら、こ

んなに事業費がかかるのは、どこかセンターみたいなのを借りるのか。事務所みたいなのがあ

るのか。また、手伝ってくれたボランティアではなく、支給するお金とかがあるのか。お願い

いたします。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  主な経費につきましては、こども課のほうでサポートセンター

を事務をやる保育士を雇う人権費が主なものでございます。それが子育ての親とか、その中間

の事務関係をやるという形になります。 

 以上です。 

○７番（川俣純子）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５５分 

 

再開 午前１１時０５分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  何点か教えていただきたいと思うんですけれども、これを読みとくこ

とは新人議員が言っているようになかなか難しいので、間違っているかもしれないのですけれ

ども、お願いします。 

 まず、１点目なんですけど、１０ページの歳出の中の１０款の教育費ですね。これ全体で昨

年よりも１億７,１００万円近く増えています。これはスクールバス代とか、江川小学校の改

修費とか、その他の費用でアップしていると思うんですけれども、この学校の環境設備という

のは多分他市町村というか、全国的に見ても引けをとらない、こんな小さなまちなのになって

いるんじゃないかなということを感じています。 

 エアコンに至っては、ほかで住民投票までするぐらいの優先順位をつけてお金を使っている

ということを考えると、やっぱりまちの人たちにも我々、本当にこんないい環境ですよという

ことを僕なんかは感謝すべきだなというのを素直に思っています。これはその思いなので回答

は要りませんけれども。そういう気持ちというのはやっぱり大切じゃないかなと僕は思ってい
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ます。 

 次は、４４ページに歳出の中で４款で衛生費の３項目目の中に、し尿処理費が昨年に比べて

２,１００万円ほど減っていますけれども、これはいいことなのかというとあれなんですけれ

ども、かなり削減になっているので、その理由と今後の見通しを教えてほしいなと思います。 

 それと３つ目ですけれども、４６ページに当たるんじゃないかと思うんですけれども、歳出

の中で６款農林水産業とか、この辺で前、一般質問で農業の後継者の問題があって、５年後、

１０年後とか、息子世代に本当に農業がどんな状態になっているんだろうということを調べる

ということで、アンケートの提案をお願いしたんですけれども、予算化されていないのでちょ

っと心配なんですけれども、市長の答弁の中にもこの農業の後継者に関してアンケートをとる

というふうに回答があったので、これに関してどういう項目なのかというのは、これは常任委

員会の中で説明をいただければ結構だと思います。 

 それと次に、５１ページのところの歳出の中の８款土木費、この項目の３番目道路新設改良

費、たくさんこの予算はいろいろ増えた関係だと思うんですけれども、去年に比べて１億９,

３００万円ほど減っています。いろいろな理由があって減っているんだと思うんですけれども、

多分この土木関係のお金まで回らずに……。 

○議長（佐藤昇市）  小堀道和議員。同じ経済建設なので、その質問はそれ以外でお願いし

たいと思います。 

○２番（小堀道和）  じゃあ、次に行きます。５５ページの歳出のところで、１０款の教育

費の中の事務局費に、小中学生の海外派遣の費用が計上されています。これの逆に受け入れる

ほうの予算てどういうふうに入っているのかなというのが心配というか、それと、受け入れる

側でどこまで市が負担するのかというのも、これって考え方によってなんですけれども、やは

りあまりお金をかけなくても魅力を発信すれば来てくれるというふうに思っているので、どん

な受け入れ方をして、どんなお金でやるのかというのを教えていただきたいと思います。 

 それと、６４ページの歳出の１１款災害復興費、これが去年に比べて１億７,９００万円減

っていますけれども、これはもう災害復興に関してはほぼこういうことで落ち着いたという、

そういうことでよろしいのかどうかを教えていただきたいと思います。 

 それと、ぐっと飛んで１６６ページ、歳出の中で介護保険の特別会計なんですけれども、

２款の保険給付費の中の１項目の中で、居宅介護サービス給付費が２,２００万円ほど減って

います。２項目の地域密着型介護サービス給付金が、逆に２,０００万円ほど増えています。

それと、３項目の施設介護サービス費は１,６００万円ほど増えているんですけれども、この

介護サービス費というのはどんどん増えて、本当に、これ、大変だという認識を持っているん

ですけれども、トータルとしては大きく増えているんですけれども、今後のそれぞれの見通し
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と対応、今回、介護保険費って上がったりした、その辺で説明が合ったんですけれども、これ

からの今後の見通しも含めて、対応を含めて、教えていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  雫環境課長。 

○環境課長（雫 友二）  まず、４４ページのし尿処理費についての御質問だったと思いま

す。申しわけございません。委員会のときに。 

○議長（佐藤昇市）  暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時１２分 

 

再開 午前１１時１３分 

○議長（佐藤昇市）  再開します。 

 網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  それでは、５５ページの下から説明欄の４行目になりましょ

うか。小中学校海外派遣事業ということで４２９万円がございます。こちらの海外派遣につき

まして、今後、派遣とは逆に今度受け入れの体制はどうなのかということでございますが、こ

ちらの海外派遣事業については、これまで平成６年度から実施をしまして１７回実施しており

ます。相互交流をしているところでございますが、最近はなかなか、ぜひ日本にも来てくださ

いということでこちらから毎年行っている折には、向こうの市長、教育長には呼びかけはして

おりますが、なかなか日程の関係がつかないということで、ちょっと最近は来ていない状況で

ございます。 

 これまでは何回か旧南那須時代には向こうのホームステイの大人の方、それから生徒さん含

めて訪問した記憶がございます。ここ最近はございません。これまでのスタイルでありますと、

経費については基本的には自己負担で来ていただいて、泊まる場所等についてはホームステイ

ということで今までは実施しておりました。やはり十数回派遣事業をやっておりますので、そ

の行ったホストファミリー、お互い相当いますので、市内にも相当おりますので、その方に声

かけをすれば、全てホームステイ、オーケーですよということで、これまでは受け入れをして

もらって、やっております。 

 そういうことで、昨年も本市の職員も随行で行きましたけれども、向こうの市長、クナック

市長とおっしゃるんですが、やはりなかなか日程がとれない。選挙があったりとか、そういっ

た関係でなかなかとれないんですが、ぜひ行きたいという意向は伝えてきておりますので、機

会があったらぜひおいでくださいと招聘はしている状況でございます。 

 以上です。 
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○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  １６６ページの介護保険の介護サービス諸費の中の居宅介護

サービス給付費、地域密着型介護サービス給付費、施設介護給付費の関係について御説明をい

たします。 

 これは、２,０００万円ぐらいの増減が前年度との比較ではありますが、実績に基づいて年

度の予算は組んでおりますので、８億６,０００万円のうちの２,２００万円というような考え

方で、その増減の金額２,０００万円ほどありますが、給付費総額からしますと数％というよ

うな状況にございます。 

 また、今後の見通しという御質問でありますが、この間、市議会議員全員協議会で説明いた

しました第６期介護保険事業計画の中に、介護サービス給付費の推計というのがございまして、

第６期ですと、３カ年のそれぞれ平成２７年が２２億４,０００万円程度、平成２８年が

２３億７,０００万円程度、平成２９年が２５億１,０００万円程度を見込んでおりまして、こ

れは計画上の推計でございますので、来年度平成２８年度の当初予算なんかは、やはり平成

２７年度の実績などを加味しまして予算計上する考えでございます。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  この介護の金額はやっぱりかなりみんなでウォッチしなきゃいけない

というのと、あとはやはり市民がみんなで助け合う、そういうまちにしたいので、ボランティ

アとかそういう人がどんどん積極的に参画してくれるような、そんなまちづくりをよろしくお

願いしたいと思います。 

 ほかの項目は常任委員会のほうでよろしくお願いいたします。 

 以上であります。 

○議長（佐藤昇市）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  何点か質問をさせていただきます。 

 まず１２ページ、ゴルフ場利用税交付金について質問をさせていただきます。歳入の項目で

すので、この１８万円という額ですが、１人、栃木県は６００円、またお年寄りの方は

３００円という形ですが、これはどういった形で１８万円という額ですが、減額をしているの

か、予算計上、お願いいたします。 

 ２点目、３１ページ、定住促進対策費について質問いたします。定住促進対策費は、定住を

促すまち戦略の後期計画の重点戦略になっていると思います。継続事業と予算概要に書いてご

ざいますので、継続してやっている事業だと認識していますが、やはりこれから定住を図るの

には、差別化が必要だと思うんですが、それに対するほかと同じようなことばかりやっていて

もこのまちには定住してくれないという意見も言いながら、このことをお聞きしたいと思いま
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す。よろしくお願いいたします。 

 次に、４８ページ、元気な森づくり推進事業２,６９２万円について質問します。本市は本

当に林業が盛んにしなければいけないところなので、それについてお願いをいたします。 

 次に５４ページ、災害対策費について質問いたします。きょうは３月１１日ですので、４年

前、大変な地震と津波があった日であります。それにつきまして、今、予算概要で１,

８３４万３,０００円の予算が出ています。前年度比７４２万円強増えていますけれども、や

はりいつ災害が起こるかわからないので、これについて３項目についてよく教えてください。

よろしくお願いします。 

 次に８４ページ、先ほどの元気な森づくりに関係するものであると思うので、明るく安全な

里山林整備事業についてあわせて質問いたします。 

 最後に８５ページ、栃木県アンテナショップ協議会の負担金、これ栃木県全体では幾らとっ

て、うちの市では幾ら負担というか、何％ぐらい負担しているのかお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  ただいまゴルフ場利用税交付金の関係で御質問をいただきま

した。ゴルフ場利用税交付金につきましては、県のほうで徴収いたしましたゴルフ場利用税に

つきまして、その７割が市町村のほうに配分されるということになってございます。 

 年々本市もゴルフ場の数が減少してまいりまして、現在、対象となるゴルフ場は６カ所にな

ってございますけれども、この１８万円の減ということでございますが、これまでの平成

２５年度までの決算あるいは平成２６年度、今年度の決算見込み、それらを勘案いたしまして、

ほぼ前年等と同額ということで予算は計上させていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私からは、３１ページの定住促進対策事業の内容と事業の他

の市町村との差別化という話ですが、今回、定住促進対策事業２,０６０万８,０００円、主な

ものは補助金ということで、定住促進住まいづくり奨励金のほうに、このうち２,０００万円

が補助金になっております。３月で補正されましたが、一応当初的には２,０００万円から始

まっております。 

 あと、そのほかに諸費として事務費的なものとして、都内とかホンダ会社とかいろいろな会

社の訪問をするということで旅費を見ておりますとともに、空き家情報バンクの充実を図ると

いうことで、説明してありますように、１月１５日に空き家仲介の支援協定を締結式を行い、

３月１０日には、その協力者との打ち合わせ、１０社ほど支援してくれる宅建等の業者と打ち
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合わせをして、今後、進めるにあたり、物件等が増えることを考慮し、窓口の充実を図るとい

うことで、窓口に来庁者対応のホームページを閲覧するためのタブレットを１台設置して、進

めていくということでございます。それが定住促進の本市の進め方でございます。 

 あと、８５ページ、栃木県アンテナショップの事業でございますが、ちょっと栃木県内全体

の内訳表が今、手元にありません。これは東京スカイツリーのソラマチの中にあります栃木県

アンテナショップの市町の本市の負担金の額でございまして、後ほど内訳については説明させ

ていただきたいと思います。御了承願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  ４８ページの元気な森関係でございます。それと、関連して

８４ページの関連でございますが、元気な森づくりにつきましては、トータルで２,６９２万

円ほどございますが、その中で里山林関係、それが事業費としましては各地区の通学路とか交

通に支障がありそうなこさばになって雪が溶けないとかというところを計画的に行っておりま

して、面積的には森林整備事業関係で４３ヘクタール、それから、里山林の管理事業というこ

とで、１回切ったところをもう一度管理しましょう。そういう面積で９６ヘクタールございま

す。 

 そういうものが主なものでありまして、８４ページの補助金及び負担金の一覧表に載ってご

ざいますのは、大木須里山を愛する会に別枠で補助金として１,０００万円出ておりまして、

それ以外は市直営で森林組合にお願いして、もしくはシルバー人材にお願いして直営でやって

いるものですから、委託費のほうに計上されてございます。 

 ８４ページの１,０００万円ちょっとなんですが、それは元気な森づくりのトータル的には

２,０００万円の中に込み込みになってございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ５４ページ、災害対策費の内容について説明をさせていただきま

す。 

 まず、この中で一番大きいのが、平成２７年度新規事業であります緊急告知ラジオシステム

の導入でございます。これらの業務委託料、また、貸与するためのラジオの購入費等で約１,

８００万円のうち１,０００万円がその事業でございます。 

 それと、防災情報の伝達のためには、いろいろなシステムを駆使して伝達していかなければ

いけないということで、防災メール、また、孤立集落用の衛星電話、それと職員の一斉メール

の配信システム、それと国からの情報を瞬時に伝えるＪ－アラートのシステム、それと、県と
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の防災ネットワーク、いろいろな伝達システムがあります。国、県との連携をとるものもあり

ます。それらのシステムの管理とか負担金が入っております。 

 それと、防災無線の管理費でございますが、これがトータルで３４０万円ほど使っておりま

す。 

 こちらが情報関係の伝達の内容で、またやはりひとづくり、災害に対応でき得る人材の育成

ということで、防災スペシャリストの研修というのが東京のほうで行われております。そちら

のほうに職員等を派遣して、それらの防災に関する知識を学んできていただくということで、

そのような養成研修への派遣。それと、今回も備蓄の水が２年の賞味期限で切れますので、そ

ちらのほうの備蓄用食料品の更新。それと、本市のほうで所有しております放射線測定器、こ

れらのメンテナンスに要する費用。それと、防災協定締結都市との交流事業の交付金、いろい

ろなものが含まれております。 

 また、最後に、市単独の補助事業であります宅地周りとか被災したときのほかの事業で救済

措置がないものについて、災害復旧支援金制度というものを１０万円限度で助成事業を設けて

おります。これについては、使わないことが一番いいんですが、１０件分だけ見込ませていた

だいております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  おおむね了解しました。ゴルフ場利用税については、市内６件、６カ

所のゴルフ場ということで、ちょっと僕なりに少し勉強というか、ゴルフ場の利用が増えれば

直接この市に交付金が入るというシステムですよね。ですから、民間企業の手助けというわけ

ではないですが、やはり歳入が入るということはこの市が少しでも豊かになるということなの

で、やはりこういうのは市も大きくバックアップしていかなければならない施策の１つではな

いかと思います。 

 だんだんとゴルフ場がなくなっていってしまっても、ゴルフ場は、ちょっと僕もいいかどう

かわからないんですが、消費税とゴルフ場利用税、両方取っているわけですから、二重に税を

取っていただいているところだと僕も理解していますので、そういうところの応援をよろしく

お願いいたします。 

 あとさっきのもう一つ、アンテナショップの件なんですが、僕は結構あそこが大好きでよく

見にいくんですが、これは予算とは少し関係ないかもしれませんが、那須烏山市のものがほと

んど置いていないというのが現状です。ぜひ多くのものをあそこへ那須烏山市のＰＲとして、

本当に島崎さんの東力士と和紙ぐらいしか目立ったものはないので、ぜひ特産品を多く置いて

いただきますようお願いいたします。 
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 以上です。答弁はいいです。 

○議長（佐藤昇市）  １１番髙徳正治議員。 

○１１番（髙徳正治）  一般会計予算についてお伺いをいたします。 

 ５１ページで、８款土木費３の道路新設改良で、地方債が１億６,７８０万円、これは合併

特例債かお伺いをいたします。 

 また、６０ページ、１０款教育費２目の文化財保護費の１７の公有財産の購入が２０８万８,

０００円、この内容をお伺いいたします。 

 あと、介護保険の特別会計で１６９ページ、保険給付費の中の地域支援事業費で二次予防高

齢者対策事業費の中の委託料が６２５万４,０００円、この内容と、その下の第一次予防高齢

者対策事業費の同じく委託料で５１４万円、この内訳の説明をお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  高田都市建設課長。 

○都市建設課長（高田喜一郎）  それでは、最初の質問の５１ページの道路新設改良費の地

方債１億６,７８０万円ですね。これは２５ページに市債ということで載っていますが、道路

橋梁債１億６,７８０万円ということで、市債に該当します。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  私よりは６０ページでございます。文化財保護費の中の公有

財産購入費として２０８万８,０００円ございます。これにつきましては、国の史跡でござい

ます長者ヶ平の公有地化に伴う予算でございまして、グリーンラインの今、長者ヶ平のほぼ東

のほうの道路に面しています東側のところの約２,８００平米ほどの山林になりますけれども、

その部分が地権者の方と売却というような形でというようなお話もいただいておりますので、

そちらを計上したものでございます。 

 それで、こちらにつきましては、歳入のほうで１７ページにございますけれども、国庫支出

金の中の教育費国庫補助金の４節社会教育費補助金５４３万４,０００円のうちの一番右側の

説明の欄、史跡等保存活用補助金ということで２１０万４,０００円ございます。こちらが国

の史跡でございますので、８割の補助がつくということで、そちらが計上になっています。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  それでは、介護保険関係で１６９ページの３款地域支援事業

費の介護予防事業費の二次予防高齢者対策事業の１３節委託料６２５万４,０００円につきま

しては、通所型介護予防事業、いわゆる楽笑長生き教室とか、ほほえみ倶楽部などの通所型の

介護予防事業を実施しておりますが、それの委託料としまして約２００万円ございます。 
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 それから、今年度の新規事業として考えております来年度介護予防の通所介護が介護給付費

から外れるということのモデル事業としまして、生きがいデイサービス事業という事業を実施

することとしておりまして、その関係が４０５万円ということになります。 

 それから、次の１７０ページの１３節の委託料につきましては５１４万円でございますが、

これはいきいきサロンとか、ふれあいの里事業の委託料になります。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １１番髙徳正治議員。 

○１１番（髙徳正治）  土木費の財源、そして文化財の購入の件は了解をいたしました。 

 それで、もう一つ、介護に関してなんですが、６次保険事業計画の中の資料だったんですが、

その中の介護予防サポーター制度、これが平成２６年でサポーター数が２７名、平成２７年も

２７名なんですが、今度平成２８年からは３５名、この介護予防サポーターという方は資格を

持っているのか。ある程度ボランティア的なものでも大丈夫なのか。その辺の説明をお願いい

たします。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  介護予防サポーターにつきましては、いきいきサロンとかふ

れあいの里の指導員をやっていただいている方で、養成講座を毎年開いておりますが、中には

やめる方もいらっしゃるので、それほど増えないということでございます。今後、ふれあいの

里につきましては、それぞれの地域の方も協力していただいていますので、そのスタッフにつ

きましては介護予防サポーターには入っておりません。 

 介護予防サポーターの中でいきいきサロンの指導員として活動していただいている方と、中

にはいきいきサロンの中に時々来て指導していただける方もいらっしゃるというようなことで

ございまして、資格につきましては特別有しているということではなくて、研修会を何日か開

いて、それに参加して修了した方に対してサポーターという呼び方をしております。 

○１１番（髙徳正治）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  予算概要からお願いしたいと思うんですけれども、工場敷地の復旧事

業費ですね。これが新規で出ておりまして、前に地震のときにこの復旧なんかするときに、半

分ぐらいでしたか、助成をするということだったと思います。これはホームページでこの助成

事業の決まりごとというのをいろいろ調べてみたんですが、うちのほうには載っていなかった

ので、どういうことがあると、こういう助成が受けられるのかも含めて、地震で崩れちゃった

のでやらなきゃならないというようなことだったんじゃないのかなと思いながらも、今回は何

か崩壊の予防工事というようなことなので、その辺の内容をひとつお願いをしたいと思います。 
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 あとは、これ全体で、金額は大きく書かれているんですが、７,４８９万９,０００円とブッ

クスタート事業、この図書館運営費の中のブックスタート事業は本当の小さい内容かなと思う

んですが、私、一般質問でたびたび教育長にいろいろ提言をさせてもらった、その内容なのか

どうか。その辺をちょっと確認ができればなというふうに思っております。 

 あと、子供の見守り隊ですね。これは同僚議員もボランティアの見守り隊をつくって、皆さ

んに守ってもらおうというようなことをお話ししてこういうのができたと思いますが、今現在

募集をしていると思います。この５９万４,０００円、このお金が云々じゃなくて、そういう

見守り隊の方に、お礼か何かそういうようなものを差し上げる内容なのかなとは思うんですが、

その辺をちょっと確認ができればなと思います。 

 あともう一つが、今度こっちの予算書のほうの３９ページの民生費の児童福祉費の児童措置

費、ここに広域利用云々というのがございまして、これは内容説明をいただくとともに、私は

もしかすると隣の高根沢町とかそういうところにお子さんを預かってもらっているものなのか

なと思うんです。もし、あれだったらどこの町にどこの市に何人ぐらいお願いをしているのか

なというようなところをちょっと聞きたいなと思います。 

 あと４６ページの農林水産費、農村の環境改善センターですね。５,２９４万円でしたか、

これにつきましては、説明の中で屋根を改修したり云々と、こんなようなことがあったかと思

うんですけれども、これは多分設計はまだでき上がってないのかどうか。でき上がっていない

とすれば、いつごろ設計に入って、いつごろ工事が行われるのか。その辺のところと、あと、

どんなような、屋根の塗装だけではないとは思うので、例えばトイレなんかも多分お年寄りの

方が使えるような、いわゆるユニバーサルデザインですか、あと階段なんかもあそこ、エレベ

ーターがないので、２階だったと思うので、その辺の配慮が当然なされるとは思うんですけれ

ども、その辺の考え方ですね。 

 あと４８ページ、これ、同僚議員からも出ましたが、元気な森づくり推進事業、予算を消化

することが大丈夫なのかどうか。多分今年度、高峰パークタウンの周りがきれいになるという

ふうに思っていたんですが、何かまだ同じままだなと思いまして、その辺も含めてどんなもの

なのかなというふうに思います。 

 あと６２ページの武道館の設計費、通常は設計をするのにはやっぱり土地が決まっていない

と設計ができないのかなというふうに思うんですね。そうすると、当然土地をいつまでに決め

て、いつまでにこれを発注するのかということと、使われていない武道館の解体のほうが先な

んじゃないかなと私は個人的に思うんですね。 

 借地で１１０万円、記憶ですよ、１１６万円だかそこらだったかなと思うんですよ。今現在、

物置のようには使われておりますが、耐震性のある旧七合中学校とか、そういうところへ置け
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ば幾らでも置くところがあるのに、何でああいう壊れているところへ荷物を持ち込んで保管し

ておくのかなと。その辺も含めてお伺いしたいということと。 

 あと、１４節の使用料、賃借料というのを一般会計だけで計算しますと、１億８,５８８万

１,０００円に間違ってなければなるんですね。そういう中で、今言った農村環境改善センタ

ーなんかも、その武道館の跡地も借りていると。その土地の使用料だけで２,０００万円近く

あったのかなという記憶なんですね。これはどれの、ここの中というんじゃなくて、買えるも

のは買う。返せるものは返す。そういうめり張りのついた予算編成をしっかりしてもらわない

と、何だかいつまでも出血多量で、何ぼ点滴打ったって間に合わないというような形になるの

ではないのかなというふうに思いまして、以上で締めくくりをしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうには予算の概要の７ページの上の、居心地のいい安

全なまちづくり実現の中の工場敷地復旧事業費のことについての御質問ですので、それについ

て回答いたします。 

 この表にありますように、工場敷地復旧事業費の前に黒丸がありますように、今回、新規事

業でございます。この経過につきましては、中小企業の支援、既存の工場等の支援をするとい

うことを基本的に考えたところ、以前から言われていますように、まちづくりの基本は中小企

業の元気だということで、企業の誘致もいいんですが、既存の企業の支援もしていくというこ

とで考えたところ、最近、気象の変化による土砂災害等が見えるところでございまして、それ

ではということで、去年、市長と議長とで企業訪問した際に、そのような会社が１社ありまし

て、土手が崩れそうだということがありまして、そういうわけで事前に対応する必要があると

いうことで、今回、新規にこの補助事業を設けたものでございます。 

 この補助事業の基本となるものは、先ほど議員からありましたように、東日本大震災の被災

工事敷地復旧工事助成金の規定をもとに、その規定と同じようにつくっております。助成額は

限度額３００万円ということで、助成対象は企業誘致条例第３条でして、その敷地の擁護とか

復旧事業で、もちろん復旧工事につきましては、事業主等が申請し工事をしたものに対して、

認可したものに対して助成すると。助成率もこの災害のときの助成率を考慮して、他工業、公

共施設に影響する場合は２分の１、そして自己敷地の場合は４分の１ということで、今回、企

業支援の一環として、これを災害防止ということで新たに設けたものでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  第１点のブックスタート事業関係ですね。予算の概要書の

７ページのほうをお開きいただきたいんですけど、こちらのほう、うちのほうで７,４８９万
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９,０００円の額となっております。こちらのほうが指定管理料が７,４０５万８,０００円、

そのほかにブックスタート事業の消耗品等が２６万４,０００円、また、烏山の図書館のエア

コンの修繕が１５万円ほど入っておりまして、このような額になっているところでございます。 

 ブックスタート事業につきましては、出席率のいい８カ月健診に実施したいということで、

今関係者のほうと詰めておりまして、既に外側の包む袋とか消耗品とかも、もう既に準備を進

めているところでございます。 

 続きまして、武道館の建設関係でございます。予算書の６２ページの武道館施設設備費２,

０００万円でございます。こちらのほうは、新しくつくります武道館のほうの設計の委託料で

ございます。まだ、武道館につきましては、前回の市議会議員全員協議会のほうでも御説明申

し上げましたように、２カ所ほど候補地のほうが絞られておりませんで、この後、関係者のほ

うと調整をとりまして、速やかに建設予定地のほうを絞りまして、平成２７年度中には設計の

ほうに入りたいと思っております。 

 また、あわせまして、先ほど御提案のありました現在の南那須武道館の跡地関係でございま

す。こちらのほうが、毎年、使用料のほうがかかっておりまして、４名ほど地権者がおります。

まだちょっと地権者との交渉も進めてないものですから、今のところ、予算化は進めておりま

せんが、できるだけ早く購入のほうで市の執行部と調整をして動きたいと思っております。 

 あと、先日、利用者等の調整会議のほうも説明会を行った際にも、弓道部では平成１３年に

建てた南那須弓道場のほうがありまして、そちらのほうの施設を残していただければ、新しい

武道館のほうに弓道館のほうは要らないという回答も得ておりますので、できるだけ残すよう

な方向で進めていきたいと思っております。どうぞ御理解のほどよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  それでは、予算概要書の７ページの子供見守り隊事業費

５９万４,０００円の御質問がございました。こちらにつきましては、小中学生の登下校時の

安全を管理しようということで、身近なところで小中学生の登下校の安全管理をみんなでやり

ましょうということで、ボランティアでお願いしましょうということで現在考えているところ

でございます。 

 過日、お知らせ版に募集をかけまして、また、自治会長会議なんかにもお願いをして、自治

会、お知らせ版の公募、それから学校のほうからの推薦等を含めて、現在考えているところで

は約７０人程度の見守りボランティアを組織をしたいなと、走りにですね。これから身近な方

がそちらに賛同を得られれば、どんどん増やして身近なところで子供たちの安全を確保できれ
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ばなと。 

 学校の近く、スクールバスを降りた後の一人で歩く道すがら、そういったところにこういっ

たボランティアの人たちが夕方３時くらいにお知らせなんかいろいろ、旧南那須地区では広報

でやっておりますので、そういった音声を聞いたら、すぐ子供たちが帰るなということで、そ

ちらに配置をして見守りできればなという構想でございます。 

 現在もスクールガードリーダーや自警団、それから防犯パトロール隊ということでいろいろ

入っております。これらはそれらの目的に従って従来どおりやっていただいて、またそれに重

ね重ねで子供見守り隊というもので、本当に身近に自分でできる範囲内でやってもらうという

趣旨で考えております。 

 この予算の５９万４,０００円の内訳でございますが、先ほど議員のほうからありましたよ

うに、謝金というか、些少ですね、事業が終わった後に何がしかの些少、金品になるか物にな

るかわかりませんけど、１年間活動していただいたら５００円か１,０００円かわかりません

けれども、何か気持ち程度は伝えて１年間の総括をしたいなというふうに考えております。 

 それから、それ以外のものについては、これから反射ベストを、ただ、どこかのわからない

おじちゃんが立っているということじゃなくて、認識ができるように子供見守り隊というよう

な反射ベストみたいなものをつくって、子供たちにもわかるように、それから、帽子、それか

ら交通指揮棒、紅白のお巡りさんがよく持っているような、ああいった道路を制したりとか、

ちょっとしたものを持ってもらう。 

 あるいは軽トラックなんか車両で移動できる人については、その管内を移動してもらう意味

で、車両のところに小さなステッカーでも張ってもらって、子供見守り隊パトロール中とか、

そして啓発を図るとともに、抑止効果、不審者がその地域に入り込まないように、そういった

抑止効果も期待しながらやっていきたいというふうに考えております。 

 もう一つは、最後にボランティア保険ということで、社会福祉協議会等で３００円で１年間

入れるボランティアの場合に使える保険がありますので、登録、協力いただける方については

全て保険に加入して安全確保を図ってもらうという構想で、現在のところ、考えている状況で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員の質疑の途中でございますが、ここで暫時休憩いた

します。 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後 １時００分 



平成27年第２回３月定例会 第６日 

－421－ 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

○事務局長（平山 隆）  滝口議員の質疑の中で答弁漏れがありましたので、商工観光課長

から答弁させます。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうから、先ほどの答弁漏れで、予算書の８５ページ、

栃木県アンテナショップ協議会負担金２６万６,８４３円の県内全体の負担金及び本市の負担

割合はどのくらいかという話でしたが、まずは、全体的な負担金は１,３００万円になってお

ります。そのうちで人口割、売り上げ割を５０％、５０％、つまり６５０万円、６５０万円と

なっておりまして、本市においては人口割が１.５％で９万４,５５６円、売り上げ別が２.

１％で１３万６,２４５円で、トータル的には２３万８０２円になりますが、これは平成

２５年度の負担金の関係の過不足を調整して２６万６,８４３円になっておりまして、全体的

にはやはり２.１％となっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  先ほどの渋井由放議員の質問で答弁漏れがありましたので、

追加で答弁をさせていただきたいと思います。 

 予算書の４６ページ、下のほうで農村環境改善センター施設整備費５,２９４万円の事業で

ございます。こちらのほうは、センターのほうが地区約３０年となりまして、市の公共施設整

備方針の中で、大規模改修等による長寿命化に向けた対策が必要だということになっておりま

して、そちらのほうの一環事業といたしまして、今回予算化をさせていただいたものでござい

ます。 

 設計費につきまして２１８万円ほど予算が組んでありまして、こちらのほう、新年度になり

ましたら、早々に設計業者のほうを決めまして設計に入りたいと思っております。工事につき

ましても、早急に、設計が決まりましたら業者のほうを入れまして、年度内に完了したいと思

っております。 

 事業の重立った内容につきましては、屋根の補修、あと外壁、内容物につきましては２階の

研修室の床材の変更、あと会議室が不足しているという要望もありますので、あまり間取りを

変えないような形で会議室等を整備したいと思っております。 

 また、漏水の疑いもありまして、外回りの水道管のほうも外配管でできるような工事設計に

したいと思っております。望月議員の御提案の中のユニバーサルデザインとはちょっと違って

しまいますが、今回はそのような改修を予定しているところでございます。よろしくお願いい

たします。 
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○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、渋井議員の御質問にお答えをいたします。予算書の

３９ページ、広域利用保育委託費２,８４１万８,０００円についてお答えをいたします。 

 渋井議員のおっしゃるとおり、本市に住所がある乳幼児の方を他の市町村の保育園へ委託す

る費用となっております。委託児童数は合計で２１名を予定しております。内訳といたしまし

ては、那珂川町へ３名、芳賀町へ５名、矢板市へ１１名、さくら市へ２名、合計２１名で８保

育園へ委託を予定しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  予算書４８ページの元気な森づくり関係の御質問でございます。

御指摘の高峰パークタウン周辺の整備につきましては、今月中に、今もう既に森林組合に発注

済みでございまして、整備のほうは今月中に終わる予定でございます。なお、平成２３年度か

ら整備事業を行っていまして、平成２６年度は３カ所整備を行いますが、その後の管理事業と

いうことで、下草刈り等々はこれからも２３カ所ほど続けてまいります。 

 それから、先ほども漏れてしまいましたが、この事業費の中にはお目にとまっている方もい

らっしゃると思いますが、廃材を利用したベンチ等があちこちにあると思いますが、その経費

５０万円、それから市の植樹祭のときに子供たちにお箸などをつくってもらう材料費、二十四、

五万円なんですが、そういうものも２,０００万円強の中には含まれていますので、申しわけ

ありませんがお含みをいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  総体的な中での使用料の件について御質問をいただきましたが、

総務企画常任委員会に入るわけなんですが、全体的なことということでここでお答えさせてい

ただいてよろしいでしょうか。 

 この使用料関係につきましては、私どももこれから、今現在も土地等必要な場合、原則は購

入ということで、あと普通財産等で使用されないものについては速やかに処分をしていく。そ

のような考え方で進めております。ですので、借地等におけるものについても、使用していな

いものについては更地にして速やかに返すような処置をとっていくように、これらにつきまし

ては、公有財産管理運用委員会等でもしっかり提案をしながら、また協議しながら粛々と進め

ていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 
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○８番（渋井由放）  それでは、また確認をしながら、民生費のいわゆる広域利用はその近

くの保育園にお願いをするということで、矢板市が１１人いるんだというのはちょっとびっく

りしました。お勤めの関係か何かそういうのがあるのかなとは思いますけれども、これは了解

をさせていただいて、次に、農村環境改善センターの整備費ですね。これは屋根や外壁、床、

会議室、あと漏水に対応するというようなことでございます。 

 座って用事をたしてシャワーが出るようなトイレというのは、今現在ここに整備されている

のかどうか。今の中ではなかったですが、現在あれば大丈夫だと思うんですが、そういうのは

それほど費用もかからないのかなというふうに思いますので、その辺、提案としてどうなのか

なというふうに思います。 

 そして、元気な森づくりは、高峰パークタウン周辺ということで、私が住んでいるので言っ

ているわけではないんですが、あの周りは市の土地でございます。買った人は何で市がこんな

にぼさぼさしているんだよと、こういうようなことを言っております。ですから、できるだけ

早くやってもらうのと、その後の管理もしっかりしてもらう。一度はその木が強風で倒れまし

て、自宅ではなかったんですが、小屋を壊したというようなことがあって補償をしたというよ

うなこともございますので、その辺しっかり見ていただいて整備をお願いしたいなというふう

に思います。 

 あと、教育費の武道館の件でございますが、土地を買うなら買うということで予算づけはな

されてないのかなというふうに思ったものですから、１１６万８,０００円の使用料を払うと

いうことで、あと弓道の施設はあそこへ置いておけばいいんですよという話なんですが、これ

もかなり古いものではないのかなというふうに思うんですね。どうせならば、私は個人的に、

武道館というものをきれいに整備するわけでございますから、そういう中に一緒に整備をした

ほうが、後々修繕だ何だでお金がかかったりするのであれば、そういうことも考えてみたらど

うなのかなというふうに思うんですね。 

 あと工場敷地の復旧事業、日本は法治国家ですから、こういう規約、規則、そういうものが

あって、これに基づいてこうなんですよということで、どんな規約のもとにこれが出されてい

るのかと伺ったつもりなんですが、その地元企業を、撤退しないように一生懸命支援するんだ

というのは私はよくわかる話なんです。当然だと思います。そういうような規約がどこにあっ

たのかということと、この企業は一体どこなのかなということですね。 

 あとは子供見守り隊なんですが、これは７０人のボランティアということで、同僚議員が非

常にいいことをおっしゃいました。市長の感謝の気持ちを伝えれば、どんどん集まってくれる

んですよということで、最後の反省会とか年度の何かあるのかなと思うんですが、そのときに

は市長の感謝の気持ちを伝えるとともに、幾らかもうちょっとこう……保険やベストなどとい
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うこともあるとは思うんですが、気持ちを込めてプラスアルファ出してあげられればなという

ふうに思います。 

 あとブックスタート事業なんですが、２６万４,０００円、８カ月の健診に来られた方に本

を配っていただける。貸していただけるということになるんだと思うんですが、８カ月だけじ

ゃなくて健診は１年の健診とかそういうのがあるのかなというふうに思うので、何も使ってい

ない土地に１１６万８,０００円をかけているぐらいであれば、この倍や３倍、できるのでは

ないのかなと思うわけですが、以上、いかがでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  農村環境改善センターの改修に伴う追加の質問で出ましたシ

ャワーつきトイレの件につきましては、今回の改修の設計の中に含めて検討させていただきた

いと思っております。 

 あと、旧武道館関係の建設に伴います弓道場の話題が出たんですけど、弓道場につきまして

は、平成１３年に建築されておりまして、まだ１３年が経過したところでございます。現在使

用している弓道部につきましては、十分こちらの施設が残ればいいという話をいただいており

ますので、そのままできれば続行していきたいと思っております。 

 また、底地の購入につきましては、執行部と相談いたしまして対応のほうを考えていきたい

と思っております。どうぞ御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 あとブックスタート事業につきましてなんですけど、前にも御提案いただいたブックサービ

スにつきましても、今後、ブックスタートの状況も見まして随時検討させていただきたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  工場敷地復旧事業費の中の、助成金の正式名は８５ページに

ありますように、工場敷地崩壊復旧工事助成金ということでございまして、先ほども言いまし

たように、平成２３年度の東日本大震災の復旧工事の助成金に基づきまして、今回、工場敷地

の崩壊を復旧する工事に対して工事費の一部を助成するものとして、現在規定を作成中でござ

います。 

 場所につきましては、南大和久の大生工業ということになっています。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  元気な森関係でちょっと言葉が足りなかったんですが、大木須で

やっているのは地域で育む未来の森林整備で、高峰パークタウンとかほかの通学路などなどを
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やる事業として、また１つ。それから、鳥獣害対策ということで整備する木を切ったり、草刈

りをしたりという事業で３つあるんですが、まさに、高峰パークタウンの場合は２番目の通学

路、地域住宅に接している周辺の整備ということになりますので、今回、周囲を１町歩切るわ

けですけれども、引き続き下草刈り等々につきましては、継続してできるように進めてまいり

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  子供見守り隊の件でございます。ただいまありましたように、

最後に気持ちということで、市長の気持ちを伝えるということが大切だろうというお話があり

ました。同感でございます。そのときには、市長のほうから各ボランティアの皆さんにお礼を

申し上げるような方式をとっていきたいというふうに考えております。 

 あと謝礼的なものにも、やはりこの気持ちと合わせまして努力できるかどうか、よく検討し

てまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  ぜひとも、農村環境改善センターの整備ですがね、我々議員もいろい

ろな提案をさせていただいているものですから、そういう中にあって、あまりお金がかからな

いものはどんどん採用していただきたいなというふうに思います。 

 あと見守り隊ですね、常々市長は感謝の気持ちを市民の皆さんに伝えているわけですが、も

っとあふれる感謝ということで、よろしくお願いをしたいと思います。 

 児童、これはわかればなんですが、矢板のほうに１１人も行っているというのが、何で矢板、

こんな１１人、大きい事業所があってそらちのほうに行っているのかなというふうには思うん

ですけれども、その辺、わかればでいいんです、教えていただくのと。 

 あと、工場敷地の復旧事業費、これはもう一度確認しますが、今、その規約規定を整備をし

ている段階だと、こういうようなことなんでしょうかね。通常だと、規約規定を整備し、市議

会議員全員協議会なりに話をし、そして、こういうところへ上げていくというのが筋ではない

のかなというふうに、今さらこれ、だめとかそういうのじゃないんですよ。やっぱり流れとし

てはそうなんじゃないのかなというふうに思うんですけれども、その辺のところはいかがでし

ょうか。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  子供見守り隊等のボランティア隊員には、本当にあふれる感謝をしよ

うかなということでございますので、本当に気持ちも入れて、その気持ちはまさに同感であり
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ます。子供見守り隊をとってみますと、今も本当に御尽力いただいているのが自警団、そして

防犯パトロール隊、あわせまして、きのうは緊急の街頭指導を行ったんですけれども、朝の交

通安全ですね、毎朝、出ていただいております。本当に交通指導員、そういったものを含めま

して、本当に日ごろから感謝をしています。特に、今回の今の世相は大変子供たちに危険が迫

る世相でございますから、そういった意味では、この子供見守り隊７０名については、本当に

ありがたいと考えております。 

 そういうところでございますので、私も議員御提言のあふれる感謝をしたいと思いますので、

ぜひ多くの議員各位にも御理解いただいて、ひとつその際には補正予算等も計上することも検

討しながら、あふれる感謝をしたいと思いますので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  勤め先の事業所についてはここではちょっと把握はしておりま

せんが、矢板市の保育園として利用する保育園につきましては、こどもの森保育園とこどもの

森こころ保育園２園を１１名の方が利用するような形になっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  工場敷地の崩壊復旧工事の助成金ですが、交付規定というこ

とでただいま大体原本はできておりますが、４月１日付で公表ということで公示しますが、そ

ういうことで今、作成中ということで御理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○８番（渋井由放）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  それでは、この予算について９点か１０点について伺いたいと思

います。 

 まず初めに、これは今年度の予算と関連しますので、ひとつお聞きしたいと思います。これ

は全体的な部分で私の所管は総務企画でありますけれども、全体的な観点から質問をちょっと

一、二させていただきたいと思います。 

 まず、総合計画の中で、後期基本計画が平成２５年度から平成２９年度までにのっとってや

って今進めているわけでございます。ちょうど平成２７年、これはこの後期基本計画の中間年

度でございますよね。今までも２年間、この後期基本計画にのっとって、毎年予算のほうもそ

れに反映させるような形で組まれてきたんだというふうに私は考えておりますけれども、そう

いう中で、中にいろいろな成果、この後期基本計画の中身を見ますと、いろいろと直近の実績

値と目標年度、これは平成２９年度でありますけれども、目標年度にきっちりと明確にあらわ
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している数字、これは数字であらわせられるものもたくさんあるわけでございます、この後期

基本計画を見ると。 

 それからはあとは、市民の意識調査をしなければ、なかなかわからない。ですから、直近の

部分で、ある項目については市民が満足しているというその満足度が３０％、これを目標値で

は５０％に上げたいというような設定の仕方をされているようでありますけれども、そういう

実績であらわしている数値があって、それから、市民から聞かないと、聞き取り調査しないと

わからない目標値といいますか、進捗状況というのもあるかと思うんですが、この辺の部分と

あわせて、今年度は後期基本計画と絡めてどういう認識で、この計画に沿って順調に進んでい

るのか。その辺についてお聞きしたいと思います。順調に進んでいるから今年度はこんなとこ

ろをこういうふうにしたというようなところがあったらば、ちょっとお聞かせいただきたいな

というふうに思っております。 

 １つの例を挙げれば、例えばこちらの皆さん、ひな壇の方はお持ちじゃないかもしれないで

すけれども、後期基本計画の６４ページに郷土資料館、歴史資料館ですか、の来館者数が平成

２５年度の直近の数字では年間７５８人、それが目標値では平成２９年ですよ、再来年には１,

３００人とあります。これは資料館が開館される日は恐らく３００日以上になるかと思うんで

すが、それで割ると、目標値が４.３人に設定されております。 

 果たしてこんなような目標で先日、これ、私も一般質問でも言いましたけれども、歴史資料

館を新たに新設するんだということでありますけれども、この辺との絡みで、この目標値は私

は変えたほうがいいんじゃないのかなと。 

 また、新たに資料館をつくるのは熟慮されたほうがいいんじゃないかというふうなことを申

し上げましたけれども、それについてこの後期基本計画に載っている建てた当時の７５８人か

ら目標値が１,３００人、これが本当に適当であるか。この辺の修正も踏まえてどのような後

期基本計画と毎年度の予算を折り合いをつけているのか。その辺のところを所管の課長と市長

にも伺いたいなというふうに思っております。 

 それから、２番目は、今度はこの予算概要のほうから質問をさせていただきたいと思います。 

 予算概要の１３ページに、基金残高について書いてございます。この基金は、一般会計で平

成２７年度末現在高５８億６,０００万円何がし、それから特別会計が２億３,１４０万円、全

部で６０億円ぐらい、平成２７年度の年度末にはありますよね。現在では、平成２６年度の年

度末では６８億円あるわけでございます。この基金については、安定、しかも確実に、そして

有効な手法をもって管理をしなくちゃならないというふうに書いてあるんだと思います。 

 これは私の所管の課でありますけれども、この運用について、有効で確実に安全に運用しな

くちゃならないという規定がございますけれども、私は昨年の決算委員会で所管の課長に聞い
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ております。しかし、これは市長に判断をいただきたい。また、市長の意見をいただきたいと

いうことから、あえて質問させていただいておりますので、議長のほうからのお許しもいただ

いておりますので、お許しをいただきたいと思います。 

 これ、実はいろいろな民間の銀行なんかを調査すると、大体普通貯金だと０.０２５％ぐら

いの金利だと思うんですね。０.０２７％とかですね。低いものは０.０２２％ぐらいのものも

あるかと思うんですが、ある金融機関なんかは、３年間定期に積んでおけば１％の金利がつく

というものもあるわけですね。そういうものであれば安全なんじゃないなのかな。０.

０２５％で銀行に預けておくよりも、４０倍の金利がつけば３年間据え置くぐらいの基金は、

この中から５億円なのか１０億円なのかわかりませんが、そういう運用の仕方もあるんじゃな

いのかなというふうに思うんですが、それについての市長の考えを伺いたいと思います。 

 それから、３点目は予算概要の８ページの景観形成作物推進モデル事業として２０６万８,

０００円が計上されておりますけれども、これはここ２年ぐらい前から小塙駅を中心としたヒ

マワリを作付けをしたり、去年もまたヒマワリとレンゲ畑ですか、それを作付けしている。そ

れのまた継続化というふうに思うんですが。 

 景観形成でありますから、もっと、これは猿久保あたりのところの耕地の借り上げ代も含ま

れている事業だと思うんですが、もっと多くの人が見られるような場所に、そしてそれが継続

発展できるような、もっとどんどんどんどん広げていけるような、そういうことも考えていか

れたほうがいいんじゃないのかなと。そういうのが市長の言われる戦略ではないかなと思うん

ですが、その件について伺うものであります。 

 それから、４番目は、山あげ会館施設整備費の１,０００万円、これがリニューアルのため

の設計業務委託費とありますけれども、１,０００万円が設計料であれば、本体のリニューア

ル費は幾らぐらいの予算を考えているのか。それについて伺いたいと思います。 

 それから、５番目は、ジオパークの検討委員会を設立するためにということで、１４９万９,

０００円がございます。このジオパークの検討委員会の構成メンバーはどのような方を考えて、

どのような方にお願いをするのかということについてお願いしたいと思います。 

 それから、６点目は、市民とともに歩む行政経営のまちづくり団体支援事業、これは８ペー

ジでございます。同じところでございますけれども、この中に、これはもうかなり前から官学

連携でやっている事業であると思います。また、先日、まちづくり団体の成果発表会が盛大に

商工会で開催されたわけであります。これはこれで私は大変すばらしいなと。また、役場の今

の南那須庁舎の１階にその研究成果が展示されているところであります。 

 大変いいことなんですが、ただ、これをこの間の発表会を私も見にいきました。聞いてまい

りました。大変一生懸命やってくださってありがたいと思うんですが、そのいろいろな意見や
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何かを、市はどのように集約して市の事業として取り入れていくのか。何かただやってもらっ

ているだけで、あまり市がそういう研究成果に対してそれを取り入れて、具体的に動くという

ところが私の勘違いかもしれないけれども、見られないような気がするんですが、その辺の姿

勢について伺いたいと思います。 

 それから、今度は予算書のほうに戻りたいと思います。１３４ページ、熊田診療所の特別会

計についてであります。この熊田診療所の繰入金でございますけれども、今年度１,６５０万

円計上してあります。去年も同じ程度の繰入金がございます。 

 さかのぼって、平成２３年度の繰入金は１,３２８万円でございました。しかし、この平成

２３年度当初は、この繰入金の１,３２８万円は全部基金からの繰入金なんですね、このとき

は。それが今は、一般会計からの繰り入れが１,１００万円ですか、ことしのは。そのくらい

あるんですよね。ずっとそれが続いているんですが、私は熊田診療所、なかなか苦戦をしてい

るのかなというふうに思っております。 

 ただ、熊田診療所の先生は、本当に末期まで、最期の最期まで患者さんに付き添って親切に

診てくれていますよというような意見も市民の中からあるようでございます。であれば、そう

いうことをもっともっと利用者の方に、熊田診療所の先生の人柄とか、そういう診察の仕方と

か、本当に親身に、困った人に寄り添って診療してくれるよということを、もっともっといい

ところを皆さんにお知らせして、さらなる利用向上を図られたほうがよろしいんじゃないかな

というふうに思います。その辺の、ずっと依然として変わらない熊田診療所の現状についてお

聞きするものであります。 

 それから、８番目は８２ページの農林水産業費の農業費の中で、八溝そば街道そばまつり実

行委員会交付金、昨年まで１９５万円あったものがゼロになっております。その上の欄に、栃

木食の回廊づくり推進事業負担金が、昨年度の２５万円から３００万円増えて３２５万円とな

っております。これはそばまつりはやめちゃうのか。それとも、栃木食の回廊づくりのほうに

移管をしたのか。そのことについて伺いたい。 

 それで、もし、そばまつりが入っているのだとすれば、今まで１９５万円であったものが

１０５万円上乗せされている。しかも、それが負担金という名目で入っておりますけれども、

これはこの受け皿、事業主体者がある程度の事業資金を持っておられるところにやるのが私は

負担金だと。この負担というのは義務的なものだと私はとらえておりますけれども、こういう

名目でよろしいのかどうか。その辺についてもちょっと伺いたいと思います。 

 それから、９点目は、８５ページであります。商工費の一番下のほうにございますイルミネ

ーション事業交付金、これが昨年までずっと継続して２００万円出しておられましたけれども、

これがゼロになっております。それがその上の行に書いてありますけれども、恐らくプロジェ
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クションマッピング事業交付金ということになっているのかと思うんですが、これは今までイ

ルミネーションを続けてこられて、もう十五、六回になりますかね。旧南那須で立ち上げて以

来、回数を数えると十五、六回になるかと思うんですが、これを行政のほうでこれ、交付金と

して出すわけですけれども、このプロジェクションマッピング、これはどのように運営してい

くのか。その辺の見通しについて伺いたい。 

 それから、イルミネーションはゼロですから、やらないのかなというふうに思いますけれど

も、たしか去年あたりの情報だと、１年ごとに南那須地区と烏山地区とやるんだというような

ことも聞いておりますけれども、その辺も含めてどうなっているのかということと、あわせて

イルミネーションの部材は今ほとんどがＬＥＤになっております。それは１年、２年でだめに

なっちゃうものではございません。今まで十何回やってきて、その都度部材は買い増している

と思います。 

 そういう部材は私、かかわっていませんからわかりませんけれども、恐らく１００万円、

２００万円ぐらいの価値のものが実際今もあるかと思うんですが、それはどうされるのか。そ

れも私はできれば、今後とも有効利用されるべきじゃないのかなと思うんですが、その点につ

いても伺うわけでございます。 

 それから、１０番目は、これは一番最後になってくると思いますけれども、奨学金の給付補

助金についてでございます。これ、８８ページ。これはもうかなり前から市長の肝いりで奨学

金、身の丈以上のすばらしい事業でございまして、全てこれは全額給付で返還は求めないとい

うようなものでございます。 

 ことしは、さらにその対象者を増やすということで取り組んでおられるところでございます。

これは大変結構なことだと私は思います。しかし、もしできれば、今まで何名この奨学金を受

けて卒業されたのか。それについておわかりでしたらば伺いたい。 

 それと同時に、その卒業された方が、当然市外に出て活躍される方が多いかと思いますけれ

ども、そのうちの何名ぐらいが市内に残って、奨学金をいただいた方が大学を卒業された方も

いると思いますから、そういう方が市内に残って活躍されているのか。その辺の人数がわかっ

たらば、それもあわせて伺いたいと思います。 

 以上で、まず１回目の質問とします。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  それでは、最初の２項目について、私のほうからまずお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 まず、この御質問の趣旨は、後期基本計画の中間年といたしまして、今までの計画の達成状

況ということであります。御案内のように、後期基本計画は重点戦略のもとで政策別の重点事
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業といたしまして、多くの８項目にわたりまして予算づけを行っております。 

 居心地のよい安全なまちづくり以下、安心、人と文化を育むというような政策別な重点事業

を細かい事業をつけまして行っております。今、議員御指摘のように、成果を評価をするとい

うことは数値の評価、そして、そういった住民の皆さん方、あるいは市民の皆さん方のアンケ

ート等による意見聴取という方法もあると思いますが、今までの前期基本計画からの継続とい

うことでございますから、そういった今までの７年の政策評価については、先ほど具体的な数

値も挙げられましたけれども、なかなかそういった数値に到達できない事業もありますが、お

おむね私は順調に推移をしているのかなと、このように感じております。 

 ただ、今、急速な少子高齢化、人口減少というようなことに対しての重点政策が大変多いわ

けでございますが、新たなひと・まち・しごと創生本部が出しております総合戦略、地方版で

すね。那須烏山総合戦略を平成２７年度つくることになっております。ですから、この後期の

基本計画、今までの基本計画の見直しも含めて検証しながら、この総合戦略地方版の戦略とも

連携をした事業の取り組みを今後展開すべきだろうと考えております。 

 もう一つは、今後の基金の運用状況について御質問がありました。御指摘のように、今、

６４億円相当の基金がございます。現金としては財政調整基金２０億円、そして工業施設整備

費が１６億円であります。その中で合併当初の合併特例債の中で、１３億円を基金に回してお

ります。これは国債を運用しているんですね。それで、あの当時はたしか１.９％の利率だっ

たと思いました。それで、約２,０００万円の利子分を毎年いただいていて、その財源をもと

に、このまちづくり団体への補助を行っているんですね。そういった国債運用をいたしており

まして、大変有利な運用だったと思っているんですが。 

 御指摘のように６４億円のこの基金をどう運用するかということは、確かにこういう低金利

のことでございますから、そういった利子運用については大いに研究をして、有利な利率の高

い運用をしたいと思いますので、会計課を中心によく検討させるような指示をさせていただき

たいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  農政関係２点ほどございますので、一緒にお答えしたいと思いま

す。 

 まず、景観形成作物関係ですが、昨年、一昨年もちょっと花を咲かせるのに失敗しまして、

いろいろ御批判を受けているところですが、今年度は荒川南部のブロックローテーションをや

っている中で、小塙の踏み切りの宇都宮寄りからトンネルのほうへ向かう圃場なんですが、そ

こは去年も撮り鉄と言われるカメラマンが多く来まして、ちょうどカーブなものですからトン

ネルから出てくる、トンネルへ入っていく、そういう非常に写真写りがいいというようなこと
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で評価を受けたものですから、荒川南部のブロックローテーション、土地改良区のほうにも御

相談しまして、その部分だけ１町２反、約１２ヘクタール御協力をしていただきたいなという

ことで、今年度地域集落座談会といいますか、土地改良区の座談会へ赴きまして、御了解を得

たところであります。作業につきましては、御存じのように、ファームあらなん、法人化され

ております方々が耕起したり、種をまいたり、水はけをよくしていただいたりということで、

草刈りも一部入ってございます。 

 そういうことで、小塙が約１７０万円かかります。 

 それから、滝の去年やっぱりちょっと思わしくなかった、駐車場の手前、踏み切り側の両側

ですけれども、工期が足りなかったとか、素人でちょっと私らも理屈はわかるんですが、作業

が下手くそなものですから、うまく咲かなかったという悪い事例になってしまいました。 

 したがいまして、ことしはシルバー人材に草刈りを５回ほど、種まきとその後の管理ですね。

これを年３回ほど委託して、シルバーのプロの方々にひとつ面倒をみていただけないかという

ことで、予算化しております。さらに、トラクターでうなっていただく方、それと両側の２件

のお宅の土地の謝礼といいますか、それが計上されておりまして、合計で２０６万８,

０００円ということになってございます。 

 小塙につきましては、議員前々から御指摘のように、ある一定の場所に広い面積でという御

指摘もございますが、小塙、滝につきましても、できれば継続して、まだまだ２年目、３年目

の話ですので、継続してやっていけば、それなりの集客も生まれてくるのかなというようなこ

とで、まだまだ小規模でございますが、継続して実施したいという考えでございます。 

 もう１点ですが、八溝そば街道関連の栃木県の栃木食の回廊づくり推進協議会の中の那珂川

町から茂木町まで１市３町、市貝町を入れて１市３町で八溝そば街道推進協議会が御存じのよ

うにできてございます、会長は副市長でございますが。 

 それらの中で、幹事会なり役員会といいますか、理事会を開いた中で市から八溝そば街道の

そばまつりの補助金なり交付金を直接もらうというのはいかがなものかということで、会計上、

検討しました。 

 その結果、一旦八溝そば街道推進協議会に負担金として、栃木県で１０街道がありますが、

そういう街道、街道に市から町から負担金として出すと。これが財務会計といいますか、その

項目、科目的には望ましいんじゃないかということで、財政とも協議して負担金扱いにしてご

ざいます。 

 交付金は従いましてゼロになっております。さらに、去年大桶でやったわけですが、ホース

がちょっと細くて、おそば屋さんの末端まで水が行かない。非常に苦情がありました。ことし

はそういうものを改善しないと、おそば屋さんが増えてきていますので、それらのホース代が
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やっぱり五、六十万余計にかかるものですから、ほかの３町にもそれなりに２０万円なり、

３０万円なりの負担もいただく予定になっておりますが、那須烏山市としましては３２０万円

ということですが、栃木県のこういう回廊づくりの事業の予算がありまして、市負担は

３２０万円のうち１６０万円みているんですが、１６０万円、その事業費に見合った分だけは

県費が来るということでございます。 

 しかし、３２０万円がそばまつりにいくんじゃなくて、八溝そば街道、実際の事業として旗

をつくったり、啓発用の旗、それからイベント用のはんてん、パンフレット、もろもろも事務

局になければ身動きできませんので、そば街道のそばまつりに３２０万円が全部いっちゃうと

いうものではございません。そういうことで、一応科目的には負担金だろうということで振り

かえしていますので、御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうには２点ですね。山あげ会館とイルミネーション、

プロジェクションマッピングに関する２点の質問がありましたので、お答えいたします。 

 まず初めに、山あげ会館の整備の内容です。総事業費という質問でございました。これは

３月６日の久保居議員の一般質問の答弁と重なると思いますが、今回の改修は平成３年に山あ

げ会館ができてもう２３年たっておりますので、大規模な建物であれば、オーバーホール、修

繕の時期ということで、今回、ユネスコ無形文化遺産の登録に向けて修繕をかけるものでござ

いまして、内容については外装の塗りかえや空調設備の改修、トイレの改修、あと、あすなろ

パン工房と売店の一体改良の改修、大型バスや身障者用の駐車場の整備、そして会館脇の芝生

広場の整備、会館の中においては、ミニチュアの更新と展示室の改装を基本とした設計を考え

たものでございます。 

 内容については、今後改修における会館のコンセプトを明確にした上で、山あげ保存会、地

元自治会、地域の若者観光協会などの観光団体と協議して進めていくということで、事業費は

どのようになるかは今のところ、ちょっと見通しのところは答えられる時期ではないのでちょ

っとわかりませんので答えられません。 

 次に、８５ページに載っておりました負担金の中のイルミネーション２００万円の関係です

けれども、これも一般質問と重なって回答していますので重なってしまいますが、イルミネー

ション、十三、四回やった中で、今後はどのような運営をしていくとか、機材の部分をどうし

ていくかという話もあります。実際、この運営をしている観光協会の中で企画委員会を設置し

て、基本的に若手の人、それと私ら年代の中年の方も協力しての運営委員会を行って、設計か

ら実施をして、昨年２４日間、１２月１２日からイルミネーションを実施したものでございま
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す。 

 実施しながら、反省会の中で、もともと若手の方の会員がプロジェクションマッピングとい

うものに興味があり、そして、やはりそのようなことを一度してみたいという思いもあり、プ

レに向け、１年前のイベントとして今回、そのプロジェクションマッピングをやりたいという

ことを受けて、今回、これを実施したいと思っております。 

 イルミネーションの関係の用品、備品等々はそのまま保管して、今後どうするかというのは

今後協議していくわけですが、平成２７年度はこれを実施し、平成２８年度のユネスコ無形文

化財登録に向けての取り組みなども検討しながら、今回、これを実施したいという考えでござ

います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  文化振興課関係は２点ほどあったと思います。 

 まず１点目ですね。後期基本計画の中でその一事例としまして、成果指標の中で資料館がご

ざいました。これにつきましては、実は直近の実績値７５８人につきましては、実は平成

２２年度、震災の前の数値ということでございましてちょっと古かったんですけれども、震災

前の数値が７５８人で、１,３００人が後期基本計画の最終年度ということで、こちらの設定

につきましては、新しい資料館の整備というのは入っていない中での、できるだけ努力して伸

ばしたいという数値だったと思っております。 

 それと、その資料館につきましては、その目標値とかがあると思うんですけれども、新しい

資料館を整備となりますと、当然この数字ではなくなってくると思います。一例としまして、

この近々ですと、隣の那珂川町と馬頭の資料館が美術館の隣にあるんですけれども、こちらの

ほうは、ちなみに昨年度ですと１万１,０００人ほど、３００日ぐらいで入っていますので、

３５人程度ですかね、１日当たりでいますので、最低でも、もし資料館の、私も今の現段階で

は個人的にはその目標年間１万人は最低でもというぐらいな感じでは考えております。 

 なお、資料館の整備、基本計画につきましては、過日の一般質問の中で市長より答弁があり

ましたとおり、計画についてはまとめの最終段階になっておりますので、最終段階になりまし

たら、とりまとめが済みましたら、適切な時期に議員各位にはお知らせ、御説明をさせていた

だきたいと思っております。以上が資料館関係でございます。 

 ２点目、ジオパーク関係がございました。概要書の８ページの来年の新規事業として

２４９万９,０００円ですか、こちらにつきましては、メインの事業としましては、今年度も

実施してきました啓発事業といたしまして、教室を３回ほど計画してございます。 

 あと、昨年実施しまして好評でしたジオサイトのバスツアーですか、そういうものも引き続
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き行って、その啓発事業を行うことで、先ほど議員より御質問がありました検討委員会を、こ

れはジオパーク構想をつくり上げるその案を平成２７年度は策定したいと思っております。 

 こちらにつきましては、検討委員会のほうで１０名から１５名程度の委員を考えているんで

すが、その委員につきましては、やはりジオパークというのは、その地形、地質を中心とした、

見どころとした大地の公園ということでございますので、やはりそういった何と言ってもその

学術的な面がしっかりしていないと、なかなか登録にならないということもございますので、

そのうち３分の１程度はそういった専門知識のある方を考えてございます。 

 それと、ジオパークはそういう学術的な面だけではございませんで、それを大地に乗ってお

ります地域資源を生かして、そういった活性化を目指すという面もございますので、そういう

ことで、現在、市内で活動されています地域の自然保護団体の方とか、そういったいろいろな

活動をされている、そういう方も３分の１程度を考えてございます。 

 残りは、市の関係課の職員と、そのような形で内部的に計画は委託するのではなくて、そう

いった検討委員会の中で構想をまとめていく予定になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  市民課では１３４ページの熊田診療所特別会計について御質問が

ございました。 

 基金繰り入れ、議員御指摘のとおりですね。１,６５０万円、平成２６年度、平成２７年度

同額の基金繰り入れということで、一般会計から１,１５０万円、基金の取り崩しが５００万

円ということで、繰入金１,６５０万円という計上をさせていただいております。 

 この熊田診療所の経営につきましては、決算審査であるとか、予算の審議であるとか、たび

たび御質問をいただいて、その経営状況について御答弁申し上げているところでございます。

熊田診療所につきましては、へき地診療所ということで江川、月次地区の無医地区の住民の方

に、ほかの地域と公平になるように保険医療の適正な提供ということで設置された診療所でご

ざいまして、交通弱者を中心に医療の提供を行ってきているところでございます。 

 所長が変わる前までは健全な経営も見られたようでございますので、医療の需要はあるのか

なとは思いますが、現段階で年々患者数が減って診療収入が減って、一般会計からの繰り入れ

をいただく状況になってございますことは事実であります。 

 久保居議員からも御指摘というか、御提言いただきましたように、所長の人柄等も非常にそ

の地域医療を考えたお人柄でございますので、そういったところをぜひ露出度が上がるように

健康福祉課の保健事業であるとか、あるいは地域で出前講座であるとか、そういった露出度を

アップするような取り組みを今後中心的に考えていって、ぜひその所長の人柄を地域住民の方
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に御理解いただいて、気軽に診療だけでなくて、いろいろな相談にこられるような環境を醸成

してまいりたいと考えております。 

 また、市長からたびたび指示をいただいておりまして、現在、訪問看護ステーションが市内

に２カ所ございまして、在宅での医療というニーズも増えてくるのかなと思いますので、そう

いったステーションとの連携を図りながら、江川地区、月次地区の在宅医療にも貢献して、最

期は自分の家でというような診療の提供もできればということで、在宅医療や往診についても

需要があれば積極的に打って出たいと考えておりますので、どうぞ御理解を賜りたいと思いま

す。 

○議長（佐藤昇市）  福田秘書政策室長。 

○秘書政策室長（福田光宏）  久保居議員の御質問でありました平成２７年度予算概要の中

の８ページの市民とともに歩む行政経営、これは若い市民の方のなすからミーティングとか、

我がまち共同推進事業でございます。総務常任委員会でございますので、詳細については常任

委員会で御説明をしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  奨学金の給付事業についてのお尋ねがございました。こちら

につきましては、平成２０年度から給付方式に変わってございます。平成２０年度から平成

２６年度まで、実績で６５名の者が対象となっております。高卒が３０名、短大が５名、大学

が３０名ということで、累計で６５名、金額で２,６００万円を給付してございます。 

 あわせまして、その進路、卒業時に地元にどのくらい帰ってきているかということでござい

ますが、それぞれこの４年間、もしくは高校生３年間を終わって、短大だと２年ですけれども、

終わった段階で奨学金受理を終わった後、卒業するときに全て作文を書いて、進路状況なんか

を提出していただくようにしてございます。 

 そういった割合からいきますと、約４人に１人が地元に就職をする、市内にですね。それ以

外、大学生でありますと市外ということが約半分でございます。それから、高卒の方ですと、

その後、また大学に入学するとか、大学生であればまた大学院に行くということで、それぞれ

その卒業時点で進路等については把握しておりますけれども、その後、就職した後の追跡調査

というのは逐次してございませんので推計になってしまいますが、おおむね４人に１人が市内

に戻ってきて貢献をしていただいているのかなというところでございます。 

 この基金、大もとの原資につきましては、先ほど基金の話がありましたけれども、東京の調

布市の土地の売却、約３億８,３００万円、篤志家の浄財の土地を売却したお金を国債運用と

いうことでやって１.９％、大変当時有利な国債を購入することができました。これを原資と

しましてひとづくりのためにということでやっております。 
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 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ありがとうございます。答弁をひと通りいただきました。これは

まず、初めに質問した件についてなんですが、どうかこの後期基本計画、私からすればまこと

にあいまいな部分もあるんですが、これと毎年度の予算を照らし合わせて、そのときそのとき

の状況をよく勘案して、今後とも予算を組んでいただきたいなというふうに思っております。 

 それと関連して、資料館の来館者数ですね、これを私、申し上げましたけれども、市長は今

度資料館をつくるんだということでございます。私はぜひ熟慮していただきたいというふうに

再三申し上げておきたいと思いますけれども、いずれにしろ、山あげ会館の質問とも関連して

くるんですが、山あげ会館をリニューアルするわけですよね。ちょっとごめんなさいね、質問

が前後しちゃって。山あげ会館のリニューアルとも関連してくる問題でありますから、ここで

一緒に再度お聞きしたいと思うんですが。 

 山あげ会館のリニューアルの設計費だけで１,０００万円かかる。恐らく事業費は億ぐらい

の。何か商工観光課長の説明は、私が耳が悪いせいか聞き取れない部分があるんですが、かな

りの経費がかかるわけでございます。それと、やはり歴史資料館とを、私はこれ、前から言っ

ていますよね、言うことを聞けとかというんじゃないですよ、ただ提案として言っているので、

その辺のこともあわせて熟慮して、山あげ会館もなかなか入館者数が増えるのは難しいという

中にあって、併用でやったらいいんじゃないのかな。 

 そのときに、これ、山あげ会館がリニューアルのための設計だけで１,０００万円をかける

ということは、工事が恐らく億を超えるんじゃないかなと、先ほどの改修の内容を聞いている

と。であれば、その辺も含めて、たとえ何億円かかっても、私は併設の方向でもう一度熟慮さ

れたほうがいいんじゃないかなと思いますけれども、この辺について市長のお考えを再度伺い

たいと思います。 

 それから、その基金残高の運用について、これは市長のほうから答弁をいただきました。実

際に民間で３年間定期にしておけば１％というものもあります。これは普通貯金で積んでおく

ものの４０倍の金利がつくわけであります。これは比較的有利で安心な投資ではないかという

ふうに思いますので、そういうことも我々民間人でもわかるわけですから、そういう情報をも

っと入れていただければなと。 

 もっと大胆に言えば、外国への投資ファンドあたりも、市長の決断次第ですけれども、やは

りやってみられてもよろしいんじゃないのかな、そのうちの数億円はですよ。そういうことも

ないと、なかなかこういう予算なんかを見ると、お金は出ていくことばっかり、我々も要求を

したり、行政のほうもそういうことを考えがちですが、やはり実際に入りをはかる、収入をい
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かに増やすかということを考えると容易じゃないわけですね。 

 これ、１,０００万円の税収を増やすというのは大変なことですから、そういうことも含め

て、この基金の有効な運用ということはちょっと、市長の決断次第ですけれども、ある程度度

胸を持ってやるような部分があっても、私はいいのかなというふうに個人的には思っておりま

す。 

 それから、３番目の景観形成作物推進モデル事業、これは農政課長からの説明で、今やろう

としていることは大体私もわかっております。しかし、それだけじゃなくて、やはり遠目から、

県道、国道を通るときにその人たちが遠目で見えるようなところ、今の残念ながら森田のとこ

ろはわざわざ見にいかなければ見られないところなんですね。そういう撮り鉄ファンみたいな

方は好きですから、マニアですから、そういうところへ行って列車と風景とを撮りたいという

気持ち、それも私は否定するものではありませんけれども、やっぱり景観形成という観点から

すれば、もっとふだん、人々が車で通る、それで遠くにでも何でも見えるような、多くの人が

見られるようなそういうところも、こういう事業を発展させていったほうがよろしいのじゃな

いのかなというふうに思います。 

 例えば、そこのウォーキングトレイルの土手ですね、それから落石の山の中に、あれは秋に

なると紅葉がありますけれども、あれをさらに際立たせるのには、もっとモミジを何本植えて

いこうとか、あとはウォーキングトレイルのつり橋の奥のところなんかも何も植えていない、

花も何もない状態でありますから、ああいうところ、土手なんかもずっと連続してできますか

ら、そういうこともこれから考慮されたらいかがかなというふうに思っております。 

 今度はジオパーク構想でございます。これまた新たに委員会、眠っている委員会も含めてた

くさん２０近く恐らく委員会あるんじゃないかと思うんですが、委員会、委員会でそんな委員

会だけで本当にいいんかいというふうに言いたくなっちゃいますけれども。 

 文化振興課、これは昨年、新たに設けられた課で、私はそのときは山あげのユネスコの無形

文化遺産登録、そのために特段の命を持って設けられた課なのかなというふうに思ったんです

が、ジオパークがぽんと出てきて、これもまた認定を受けるのには、先ほどの答弁だと学術的

に確固たるものがなければ指定されないほど難しいものだというようなことを、今、来年のユ

ネスコ無形文化遺産登録に向けて山あげのあれをハード面でどうするかということを考えてい

るのも所管だと思うんですよ。 

 それとあわせてやっていくんだから、本当に大変だなというふうに、御苦労だなと思います

が、もっとその前に、これは市長が言われているようにあれもこれもじゃなくて、集中と選択

であればジオパークをやるのは結構ですよ、だけど、１年留め置いて、文化振興課の職員が全

員でハード面については烏山の駅前の整備とか、今回の山あげ会館の整備とか、それはハード
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面ですよ。 

 もっとソフト面で、認定を受けたらば、どういうおもてなしをするのか。来た人たちにどう

いう見せ方をするのか。そういうことについてのむしろ山あげの登録に向けての実行委員会み

たいなのを、これこそ緊急に立ち上げて検討しなければ間に合わないんじゃないですか。あっ

ちもこっちも、ジオパークもやります、山あげのあれについてはとりあえずハード面だけでち

ょこっとやりますとか、山あげ会館も古くなってきたから、それの改修だけ直すとか、そうす

るとまた何年かすると、また何か必要になってくる。全然戦略じゃないですよ、これ。 

 その辺も含めてよく検討されたほうがいいと思う。今、一番集中しなくちゃならないのは何

かと言ったら、やはり当面来年に迎えている山あげ祭のユネスコ無形文化遺産登録に対して、

どれだけのおもてなしができるか、その山あげ祭を見て、よかったと言って帰っていただける

人、そういう人をつくるのにはどうかという、そういう仕込みとか、戦略をじっくり考えるべ

きだと思う。いろいろなものをやるから、職員は何ぼでも大変になっちゃうというふうに思い

ます。これは市長に、この件についても伺いたいと思います。 

 それから、山あげ会館のことはいいですね。ジオパークもいいですね。市民と歩む行政経営

は、これは私、所管なので大変申しわけございませんでした。それから、そば食の回廊につい

て、これは負担金というふうにあります。そばまつり事業をやるのはいいことだと思いますし、

だんだん発展していますから大いに賛成でございます。 

 ただ、ここに書いてある項目が負担金とあります。堀江課長、１市３町で食の回廊の推進協

議会をつくっていると言われましたけど、じゃあ、この負担金が本市が３２５万円でしたらば、

ほかの３町は幾ら、何でその負担金の率を決めているのかわかりませんけれども、本市とほか

の３町というのは、そんなに人口的に大きな開きがあるわけじゃないと思います。そういうと

ころにもやっぱり３００万円前後の負担金を求めているのかどうか。その辺の項目として私は

やはり、委託金とか交付金とかというのがふさわしいんじゃないのかな。負担金というと、ど

うも義務的な、義務を追って負担するというようなふうに解釈されるので、行政的な項目から

すると、負担金というのが本当にそれが適正なのか。それについて問うているわけであります。 

 それから、プロジェクションマッピング、これはあまり私、耳が悪いせいかよく聞き取れま

せんでした。プロジェクションマッピングというのは、私は詳しくわかりませんけれども、大

きく言えば東京駅なんかを照らしたプロジェクトで、いろいろな画像を映し出すあれかと思う

んですが、これ２００万円でどういうふうに市がどこに委託してやるのか。 

 大体観光協会なんだと思うんですが、要はイルミネーションが今までやってきたけれども、

なかなか大変だからプロジェクションマッピングを使って、それでそのかわりをやろうかなと

いうことなんだと思うんです。 
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 やるのはいいんですけれども、どういうふうにそのプロジェクションマッピング、これ、お

金はかけようですから、２００万円なら２００万円なりのものしかできないでしょうし、本当

に人が集まってくるのにはもう何千万円、億単位のものじゃないと、なかなか今感動しないん

じゃないかなというふうに思います。そういう長期的な戦略はどういうふうに思っているのか

ということが１点。 

 それからもう一つは、今まで集めてきた、また行ってきたそういうＬＥＤ関係の照明機材、

恐らく１００万円、２００万円分はあるかと思うんですが、それはどのように有効に活用する

ように指導されるのか。その辺について再度伺うものであります。 

 それから、最後は奨学金の給付の問題でございます。これは学校教育課長から伺いました。

４分の１程度の受益者、卒業した人が市内に残っているということを聞いたので、それはそれ

で了解したいと思います。 

 プロジェクションマッピング、これはやるのであれば、文化庁の事業で４,０００万円以上

かけたＤＶＤ、市内の伝統行事なんかを収録したやつなんかを、その画像にして、ぜひそうい

うところで活用したらいかがかなと。５０本ぐらい、３年間にわたって７８０万円、一千三、

四百万円、３年目は２,０００万円以上というふうに文化庁からいただいて、市が認定してや

っていただいた記録ビデオがあるわけでございますから、５０本あるとすれば１本８０万円以

上のビデオ、それだけの貴重なビデオだと思いますので、そういうのこそプロジェクションマ

ッピングに画像として反映して、大いに活用されたらいかがかなというふうに思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  ここで申し添えます。質問、答弁は簡潔にお願いします。 

 大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  御指摘の来年の平成２８年１１月には、山あげ行事がユネスコ無形文

化遺産に登録予定であります。それに向けまして、この補正予算にも計上させていただきまし

た地域の生活緊急支援の交付金事業を活用した、いわゆる地方創生先行型についても、このユ

ネスコ無形文化遺産登録を見据えた観光客のおもてなしを図るいろいろな事業に取り組んでお

ります。 

 そのようなところから、今回の平成２７年度の戦略事業については、ユネスコ無形文化遺産

を最優先で考えていくということをひとつ御理解をいただきたいと思います。 

 また、資料館についてもお尋ねがございましたが、一般質問にもお答えをいたしました。烏

山城築城６００年祭を迎える。そういったこともあります。また、あの屋敷町の城下町として

の地の利があるというようなこともお話をさせていただきました。ただ、私もこの財源がやは

り決め手となりますので、この資料館をつくるにしても、いわゆる身の丈に合った資料館であ
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りたいということは同感であります。したがいまして、この山あげ会館との連携も含みながら、

その資料館創出に向けて努力をしていきたいなと思います。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうから、プロジェクションマッピングとイルミネーシ

ョンの負担金の２００万円の増減があったことについての内容でございますが、今まで、先ほ

ども言いましたようにイルミネーション、１３年ぐらいやっていまして、その電気等の用品は

過去から引き継いで、そして、今、イルミネーション事業が観光協会の主催事業の主たるもの

だと思っておりまして、これを実施してきたところでございます。 

 昨年も１０月ごろから先ほど言いましたように、若手が中心にやってきたところでございま

すが、その中のイルミネーションも大分古くなっております。つくりながら、どんどん電球を

入れかえしながら、マジックで色を染めながらつくってきたという状況でございますし、滝は

リースでつくったような状況でありますので、もう時代的には古いのが大部分でございますの

で、今回はそれとまた違った感覚で山あげ会館に映像を映す。 

 この前も９日に一般質問で答えてありますような映像で建物の凹凸のところに映像をつくっ

て、その映像のつくり方は今、この前も提案がありましたように、つくってあったものを使え

ば安くできると思いますので、その作品を使いながらどのようなストーリーになるかというの

は、これから委託業者に作成してもらいますので、そのストーリーを考えていく中で、内容的

なものは今度その中で観光協会を中心に詰めていくかと思いますが、そういう状況であります

ので、本年度はイルミネーションにかわるプロジェクションマッピングを実施したいというこ

とで考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  ２点ほど再質問がございました。景観形成につきましては、今ま

での私のほうの認識が甘いせいだと思いますが、どこか平場で広い面積を探さなくちゃという

のも考えておりました。今、御提案のように既存の山を利用したり、もしくは髙徳議員から前

にも御質問いただきました２９４号線沿いをどうにかならないかと、再度それらの御提案につ

きまして検討してまいります。 

 もう１点、食の回廊ですが、今までは推進費として事務費に使うものが那須烏山市が２０万

円、那珂川町が２０万円、茂木町１０万円、市貝町５万円、これは純然たる推進費です。これ

は事務局費といっても過言ではないと思います。 

 これにつきましては、割合はそば店の出店店舗ですね。那珂川町とうちのほうは大体同数な

んですね。茂木町が３店舗ぐらい、市貝町はありませんので、２０万円、２０万円、１０万円



平成27年第２回３月定例会 第６日 

－442－ 

の５万円ということで了解していただきましたが、先ほど申し上げましたように、今回、ホー

スの買いかえ等もありますので、その既存の金額以外に那珂川町３０万円、茂木町２０万円、

市貝町１０万円、何とかなりませんかということで負担金でいただく予定でございます。 

 その３町の負担金につきましては、八溝そば街道推進協議会のほうに各町から振り込まれて

まいります。というような運営の仕方をしてございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  私だけであまり長く時間をとっても申しわけないので簡単に締め

ます。 

 まず１つ目の資料館の問題ですけれども、これは山あげ会館のリニューアルと含めて質問を

まとめたいと思います。繰り返しになりますけれども、歴史資料館については山あげ会館のリ

ニューアル、ちょうど時期でありますから、それとあわせて熟慮いただきたいと思います。こ

れはもう答弁は結構でございます。 

 それから、景観形成作物推進モデル事業、これは課長のほうから今、答弁いただきました。

私が今申し上げたような山とかそういうふだん市民の方が、また外部の方が外観がぱっと遠目

でわかるような、そういうところもどんどん広げていかれたらよろしいんじゃないかというよ

うな提案でとどめておきたいと思います。 

 それから、ジオパークの部分については、やはり山あげのそういうソフト部分について、せ

っかくできた文化振興課ですから、そちらに選択と集中をさせて、それでもこれ、お客さんが

来て満足なおもてなしをするのはなかなか大変かと思うんですが、そういうところに集中して

やらないと、それを、あれもこれもになっちゃうから、市長、大変なんじゃないですか、職員

が、そういう部分で。いろいろなことを上から旗がおりるので、職員もなかなか大変なんじゃ

ないのかなと。あれもやらなくちゃならない、これもやらなくちゃならないということになる

から、やはり集中できない。集中できないからモチベーションも上がらないということになっ

てくるのかなというふうに思います。 

 それから、商工費のほうのプロジェクションマッピング、これはやるのは結構ですが、きち

んと戦略を立てて、継続、発展させるためにしっかりと指導していただきたい。 

 それから、イルミネーションの今あるもの、これも課長、答弁を全然されていないですが、

１００万円、２００万円のものはあります。それも有効に使ったほうがいいですよ、もったい

ないですから。そのこともちゃんと含んで、行政の担当課なんですから、しっかりその辺は観

光協会とも、またそういう関連施設と連携をとってリーダーシップを持って、しっかりやって

ください。よろしくお願いいたします。 
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 あとは、そば街道については、負担金として那珂川町から３０万円とか、茂木町から２０万

円とかというような話ですが、これはちょっと負担金としては差があり過ぎますよね。うちの

ほうが３００万円というのは。だから、やっぱりこれは八溝そばまつり実行委員会みたいのよ

うなものに交付金という形に振り替えたほうが、行政的な項目としては私は正しいんじゃない

かなと。これ、認めないわけじゃないですからね、今回の負担金の。 

 ただ、そういうふうにしたほうが行政の仕分け的には委託金とか、交付金とか補助金とかっ

てありますけれども、そういう中の枠組みからすれば、負担金でうちのほうが三百何万円、先

ほど聞いたらば、茂木町は２０万円とか何とかというのでは、ちょっとつりあいがとれないの

かな。負担金はあくまでも義務的な経費だと思いますので、これについて。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  うちのほうの割合が随分多過ぎるという御指摘でございますが、

ほかの３町は初回の会議のときに那須烏山市でやってくれと、会場は動かさないでくれ。定着

しないと八溝そば街道そばまつりが定着しない。それには、１年目、２年目、去年もそうです

が、費用対効果というのが、計算しますと去年で９,０００万円近くあるわけですね。茂木町

と那珂川町と市貝町にはほとんどないわけです。 

 そういうものも勘案しますと、その３２０万円は先ほど申し上げましたように、推進費のほ

うにも行っているわけですから、全体的な街道で使うお金もあります。そば街道だけではあり

ません。ですから、そういう費用対効果、経済効果というのですかね、経済波及効果を考えま

すと、やはり地元開催、地元で負担がかかってしまうのは多少、多少と言ってもかなり多いと

言われれば多いんですが、その辺は那須烏山市に金が落ちてくる、落ちていくというような観

点から、ほかの町は５０万円ぐらい、３０万円、そして、うちのほうは３２０万円じゃありま

せんので、去年１９５万円でも、ことしは二百二、三十万円になると思います。確かに多うご

ざいますが、その辺の波及効果があるということで御理解をいただきたいと思います。（「や

ることはいいんだよ、名目を交付金みたいな形にしちゃったほうが逆にいいんじゃないの」の

声あり）これは予算査定でも財政とも協議した結果ですので、性質的な問題でまた財政とも協

議させていただきます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ここで、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時３５分 

 

再開 午後 ２時４７分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 
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 １０番渡辺健寿議員。 

○１０番（渡辺健寿）  ただいまは４年前を誰しも思い出したことかと思います。多分常任

委員会の予算審査が終わって、午後引き上げた後に災害がやってきたのかなと思い出しており

ます。 

 簡単に私のほうは答えやすいような項目だけ拾いましたので、簡単にお願いしたいと思いま

す。 

 まず、農業振興費の中で、交付金の一覧表の中には多面的機能交付金ということで

２１９７万２,０００円がございます。予算書のほうの農業振興費の中を見ると４,０００万円

あるんですが、右側の明細を見ますと、この４,０００万円の中では２,１００万円は含まれな

いように見えるんですけれども、どこを見ればよろしいのかお伺いします。 

 それと、次の４６ページ、先ほども質疑にありましたけれども、畜産振興費３,０００万円

からあります。多分これは２件の方の事業と先ほど説明があったと思います。これら補助金は

これだけですけれども、事業費は多分４,５００万円ないし５,０００万円になるのではないか

なと思われます。これらの草地造成の部分とか、草地整備の部分とか、施設もつくられるんじ

ゃないかと思います。施設などの内容、Ａさん、Ｂさんは結構ですから、あわせた内容等の説

明がいただければと思います。 

 あわせて、この事業費は、国、県の１００％支出だと思われます。トンネル事業ですね。こ

れだけ大きな事業を２人の方が取り組むわけでありますので、市の単独事業も過去には幾つも

あるやに見受けております。市の多少の負担、上乗せもあってもしかるべきじゃないかなと思

われます。この資料ではもう予算処理はありませんから、ないのだと思いますけれども、１年

間ありますので、その中でそういった含みも読み取れるのかどうか、考え方をお聞かせいただ

ければと思います。 

 その下のほうですが、農村環境改善センターにつきましては、先ほど事業内容と設計から内

容等説明がありました。これは重複しますのでそこは避けますけれども、築２９年、大規模改

修で長寿命化を図る設置条例は廃止方向にあるという説明が以前にございました。設置条例を

廃止する、そして、実質的には公民館としての活用をしているわけであります。 

 ですので、また、概要書でも生涯学習活動の充実を図るためにやるんだということが明確に

記載されております。補助事業でつくった施設であるがために、農業施設として、いまだ環境

改善センターの運営費、あるいは施設改修などと名目を使っていると思うんですけれども、こ

れらは生涯学習施設として、明確に公民館絡みの科目にいつの日か変える考えはあるのかない

のか、伺えればと思います。 

 あとそのページの一番下ですが、イノシシ捕獲事業につきましては、報償金と電気柵とある
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のは以前からわかっておりましたが、くくりわなの配布というのも、ことしあるやに聞きまし

た。有資格者に対してということであります。有資格者何名で、わなは何基ぐらい配布するの

か。無料配布と聞き及んでおります。 

 ５５ページ、サタデースクールでありますが、６４５万円あります。前年の当初予算は

４９４万円ほどであります。かなりの大幅増になっておりますので、受講者が増えるのか、内

容が変わるのか、実施日数が増えるのか、そこら辺の内容の説明をいただければと思います。 

 次ですが、ページが見つからないので申し上げませんけれども、農業振興費の中で豊島区と

の都市農村交流の件がありました。また、過日、説明の中で、ことしは宿泊施設も去年よりは

多く使えそうなので多くの人数を呼ぶんだという説明がございました。同じような内容に近い

と思うんですけれども、生涯学習課のほうで和光市との交流もやってございます。どこの科目

につけても、これに絡む予算が見当たらなかったんですけれども、全部和光市負担で当市の負

担は全くないのかなと見られます。そこら辺の内容についてお伺いします。 

 ７６ページに社会教育費の中で、人生の並木道伐採樹の植樹者氏名記念碑設置工事とありま

す。このとおり読めば、伐採者の分だけを記念碑としてつくるのかなと思われます。果たして

伐採者分は何名になるのか。記念碑は１カ所につくるのか、個別につくるのか、その辺もお伺

いします。 

 ８０ページ、施設型給付費負担金１億１,２００万円、これの内容について施設なのか運営

費なのか、お伺いするものであります。とりあえずそれで。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  第１点目の農業振興費関係だと思います。農業振興費で１３万

２０００円、農業振興全てでは４,１９２万円ですが、この農業振興費というくくりになって

いる部分でございますが、幾つかの事業がこの中に含まれてございます。純然たる農業振興費

として使う事務費関係、県産農産物を利用した学校給食提供の牛肉、中山かぼちゃのペースト

提供関係、それが県産農産物関係です。 

 それから、もう一つ、中山間地域特別支払交付金、これも農業振興費というふうなことでく

くってございます。これともう１点、先ほどから出ております食の回廊づくり、この事業費も

この中に含まれてございます。それから、農地中間管理機構問題の管理事業ですね。それもこ

の農林振興費の中に含まれてございまして、それがトータルで２,０００万円という農業振興

費のくくりでございます。 

 次に畜産関係の内容でございますが、個別なお名前はいいということですので、まず、草地

等の造成で事業費としまして５５０万円、草地等の整備事業費といいまして、伐根したり、そ

ういうものですね。これが８００万円、お二人分含めてです。施設の用地造成費、これは牛舎
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関係の敷地の造成費４８０万円、家畜保護施設整備ということで牛舎の付随する施設で１,

５２０万円、それらのもろもろ基本施設がそういうものでございまして、工事費系としますと、

それらを合わせまして３,３５０万円、測量試験費としまして８５０万円、総事業費では議員

御指摘のようにトータルではお二人で４,６２０万円の総事業費になります。 

 国庫は５０％、県費が２５％、市費につきましてはこういう補助事業の規定に基づきまして

多少上乗せができるかなというふうに感じております。 

 それから、イノシシのくくりわなでございますが、昨年も資格者お一人、３組ずつお渡しし

てございますが、今現在、新しく資格を取った方等もいらっしゃいますものですから、正式な

資格者の人数は後で御報告させていただきたいと思います。私のほうはその３点かと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  私のほうは農村環境改善センター関係でございます。 

 合併前に烏山町の時代に、烏山公民館も就業改善センターといった時代がありまして、２枚

看板で運営を行っておりました。合併のときに、合併を機に烏山のほうは烏山公民館というこ

とで名称を、ちょうど条例改正もあったものですから、それを気に前の管理条例のほうを廃止

しまして、公民館のほうの施設のほうの条例に入れさせていただきました。 

 私も今回、生涯学習課の課長を拝命したときに、以前からの引き継ぎ事項で、農村環境改善

センターについても同様の取り扱いができないかということで引き継ぎ事項でありましたので、

農政課のほうとも協議したんですけれども、昭和６１年に建築されまして２９年経過というこ

とで、まだ効果測定の期間がちょっと読めない部分があるので、もう少し待ってくれないかと

いうことで、今のところ農村環境改善センターの設置条例で運営をしているような状態でござ

います。こちらが第１点でございます。 

 ２点目の和光市につきましては、防災協定の絡みがありますので、総務課長のほうからお答

えをいただきたいと思います。 

 ３点目といたしまして、人生の並木道の植樹者の記念碑の建立でございます。以前にどのよ

うな形で人生の並木道を管理しているのかということで委員会のほうをもちまして、そこの中

で鴻野山と小河原の２カ所はそのまま残すということで、それ以外のところにつきましては記

念碑を建てて、植樹者のほうの了解を得て伐採する方向で検討しなさいよという結論が出てお

りまして、今年度、平成２６年度が８回から９回植樹の小貝川池付近１期と、第３回の植樹地

の富士見工業団地内の１期をただいま建碑中でございます。 

 平成２７年につきましては、第５回植樹の自然休養村と第６回のやはり自然休養村で、自然

休養村は４回から７回の植樹がありまして４地区があります。そのうちの５回と６回が非常に
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地震のときの崩落で遊歩道のほうがかなり破壊されておりまして、その破壊のひどい２カ所に

ついて平成２７年度、記念碑のほうを立てさせていただいて、植樹のほうの伐採を進めるとい

うことで、今回、予算化したものでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  サタデースクールの御質問がございました。これに対しまし

てお答えをしたいと思います。 

 今年度６４５万４,０００円計上してございます。こちらが伸びた理由でございます。こと

しの平成２６年度、小学生が１４２名、これは全生徒のうち６４％でございます。中学生が

１０８名、４５.７％です。こちらの参加者がございました。そんな関係で児童生徒の参加者

が伸びているということが１つでございます。 

 それからもう１点はバスですね。送迎のバスを委託しております。そちらの料金改定等々が

ございますので、そちらを含めまして１５０万５,０００円ほど全体的に対前年に対して伸び

て、ことしは６４５万４,０００円という状況になってございます。なお、バスは１１台のル

ートで走って送迎をやっている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  防災協定締結都市和光市との交流事業について、渡辺議員には昨

年、農村民泊等で大変お世話になりました。ありがとうございます。これらにつきましては、

那須烏山市のほうの負担はございません。８７ページに、その和光市の関係で一番上に防災協

定都市交流事業実行委員会交付金というものがございます。これらについては、主たるものが

少年スポーツの交流事業で支出するものでございますが、これらでそのほかの交流等について

も交付金で使用させていただいている。また、先ほど言いましたように、総合調整を総務課の

ほうで行っていますので、もし、これらの詳細について、また、建設的な意見等については総

務企画常任委員会のほうでお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、御質問にお答えいたします。 

 ８０ページの施設型給付費負担金１億１,１８８万５,６５０円につきましては、予算書の

３９ページをお開きください。３９ページの一番右端の説明欄にちょうど真ん中になります。

市立保育施設運営委託事業費ということで２億５,２０３万８,０００円というのがございます。

市立保育施設運営委託事業費２億５,２０３万８,０００円、このうちのその欄で１９の負担金
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という欄を見ていただくと、その中に１億３,９５１万２,０００円というのがあるんですが、

その中の１億３,９００万円何がしの中の１億１,８８６万６,０００円ということで、この額

につきましては、ことし４月、新しく子ども・子育て支援新制度になりまして、認定こども園

みどり幼稚園ということになりましたので、みどり幼稚園にことしの４月１日に入園する予定

者が現在１２８名あります。その１２８名分の保育所の運営費ということで負担金としてみど

り幼稚園に支払う金額となっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １０番渡辺健寿議員。 

○１０番（渡辺健寿）  ２回目です。農業振興費のほうで、農政課長、先ほど説明してくれ

たんですけれども、その農業振興費の２,０００万円の内訳はわかっています、私なりに内訳

を書き出してあります。農業振興費消費拡大絡み、中間管理絡み、中山間地、とちぎ食の回廊、

これらですよね、説明もね。ですが、この２,０００万円じゃなしに、８３ページに多面的機

能支払交付金というのが２,１９７万２,０００円あるんですよね。ですから、この中には絶対

含まれてはいないと思うんです。どこで読むんでしょうかという質問をしたわけなので、再度

お願いできればと思います。 

 畜産振興費のほうは、事業内容も細かく説明がありました。国庫５０％、県２５％という数

字もいただきました。市の上乗せも可能であるというとらえ方とお聞きしました。ですから、

市の上乗せ等も年度内に多少は期待できるものと理解してよろしいのかどうか。再度お伺いし

ておきます。 

 環境改善センターの科目を変えるべきじゃないかと申し上げました。条例も廃止する方向で

あるということであります。２回目に就業改善センターも直したんじゃないでしょうかと言お

うしていたんですが、説明がありました。そこらは生涯学習課と農政課のものではなくて、副

市長あたり、どう考えるかお伺いします。もちろん市長でも結構ですが、考え方をお願いした

いと思います。 

 くくりわなは３組ずつやったということで、ことしも３組ずつなのか。去年渡した人はその

ままで、ことしは対象にならないのかお伺いしたいと思います。 

 それ以外の件はおおむね了解しました。 

 それで、先ほども景観形成の話がありましたけれども、ことしは１.２ヘクタール、

１７０万円、あと滝地内がこの予算の範囲内というとらえ方かなと思います。新たな場所も考

えるといったこともちょっと触れられましたけれども、新たな場所も結構ですが、まずはこの

今、言われた２カ所、これを固定して継続してもらうのが前提じゃないかと思われます。 

 初年度にやられました大面積、６ヘクタールも７ヘクタールもやったほうは、農政課が担当
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したからこういうことになっちゃったのかなと思うんですが、ブロックローテーションが中心

になっちゃいまして、本当の目的である景観形成のほうの点が薄れてきてしまったのではない

かと思われます。 

 この辺も新しく追加できるのであれば追加しても結構ですが、あくまでも継続できるという

ことを前提に追加する場合は追加していただきたい。こう考えるんですが、ここらも農政だけ

じゃなしに、庁内一体となって商工観光ももちろん、これも副市長、ついでに一緒にお願いし

ます。 

 もう１点、もっと広域ということで、道の駅の話、一般質問でもありました。昨年も事業項

目にはうたってありました。しかし予算はゼロでした。市長説明の中では、昨年ですよ、主要

政策の１の２で項目はあるんですけれども、どうなんでしょうかという質問に対し、補正予算

で実現化を目指してピッチを上げるということでありました。ことしもつい数日前に一般質問

でありました。昨年は多分補正なかったと思うんですけれども、補正をとってでも実現化を目

指し、前向きの説明は先日、一般質問であったというふうに見るんですけれども、ピッチを上

げると、去年と同じ説明になるのかなと思うんですが、その辺を再度お伺いします。 

○議長（佐藤昇市）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  農村環境改善センターの科目の話だと思いますが、御理解いただい

ておりますように、実質的には民間活動がほぼ１００％というようなことで、現在、活動され

ておりますので、それらに向けて既に烏山地区の以前、就業改善センターと言われていたもの

が、既に公民館の中に取り入れてやっておりますので、こちらにつきましても、ぜひ公民館費

という中に入れて予算措置をしていきたいとうふうに思っております。 

 全市花公園構想でありますが、前にも担当課長のほうから説明がございましたけれども、小

塙駅周辺あるいは先ほど久保居議員のほうからもありましたが、トンネルの付近の猿久保付近

ですかね、この辺で土地改良関係のブロックローテーションという形でやってまいりましたけ

れども、新たに昨年、滝の駅周辺等もやってございます。さらには、以前から生涯学習課が主

管となりまして、地域あるいは公民館事業の一環ということもございまして、花いっぱい運動

も展開されております。 

 年々これらの参加団体も増えてはいないのではありますが、定着しつつありますし、さらに

は土地改良区などにぜひ呼びかけをしまして、自主的にやっていただくようなそういう方法も

１つの方法なのかなというふうに思いますので、地道な活動を続けながら、市内に花が咲き乱

れるような、そういうＰＲといいますか、手法等も取り入れていきたい。全庁で取り組めれば

というふうに思っています。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 
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○農政課長（堀江豊水）  多面的機能関係でございます。多面的機能の推進員事務費関係が

２５万円ほどありますが、大きなものに関しましては藤田地域の資源保全会６７０万円、荒川

南部３８０万円、興野ホタル里づくり環境保全会２８７万円、神長地域の自然を守る会

３５２万円、月次保全会９６万６,０００円、曲畑地域環境保全会３８２万円というような形

で、各地域６地域で展開される事業の経費となってございまして、先ほどの８３ページの内容

につきましては、これらが全て事務費関係も含めた数字というふうに御理解をいただきたいと

思います。 

 それから、くくりわなにつきましては、市内で現在平成２６年度２７名でございまして、こ

の方には先ほどお話ししたように３組ずつお渡ししてございます。平成２７年度につきまして

も、まだまだ講習会で資格を取れますので増えるかもわかりませんが、予算上は確保できてご

ざいます。 

 それから、景観形成は副市長、私のほう……。道の駅は……。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  道の駅につきましては、一般質問でもお答えをいたしましたけれども、

地方創生戦略の中で明確に位置づけを行いながら検討していきたいなと思います。 

○議長（佐藤昇市）  １０番渡辺健寿議員。 

○１０番（渡辺健寿）  間もなく卒業する農政課長に３回も同じことを聞きたくないんです

が、多面的機能とかいろいろ説明ありますが、最初も２回目も言ったとおり、多面的機能の支

払交付金２,１００万円はどこの項目で読めばいいんですかと、これだけを聞いているんです

けれども、内訳や何かは結構です。ほかの部門は大体内訳を書き出してありますからわかって

います。それだけ再度１点。 

 あと、副市長が答えてくれた環境改善センターについては、たった４億円程度の農林予算の

中に、大きく公民館の改修費が５,０００万円も含まれているわけでありまして、農林予算を

見れば大きそうに見えるんですけれども、実質は違いますよということになっています。農業

関係者のほうからすれば、予算の割に中身は違うんじゃないのというとらえ方になろうかと思

うので、もう今は直す予定もないし、できないんだと思いますけれども、早目にこれはすっき

り生涯学習の部門に移しかえる必要があるではないかな。できないことはないと思いますので、

よろしく検討いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  大変失礼いたしました。予算書でいきますと４６ページになりま

す。５目の農地費の中の農地振興費３,００１万８,０００円、その中にこの多面的機能の２,



平成27年第２回３月定例会 第６日 

－451－ 

０００万円が入ってございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  平成２７年度の予算の中なんですが、ずっと私も予算書の中で聞き

たいこと、何点かあったんですが、大体ほとんど聞かれてしまったというよりも、聞いていた

だいたので、１つだけ、これは議長にも諮らないといけない部分かとは思いますが、ここでな

ければ、教育長に聞けない部分がございます。 

 実は私、文教なんですが、いわゆるこの予算の審査、これから付託されると思います。そう

いう中で、審査は教育長が出席しないんですよね、ずっと、今までも。私は行き会ったことが

ないんですが、何かで欠席されたのか、それはそれとして、もし出てくれるのならばそのとき

にでも構わないんですが、実はそんなに時間かかりません。 

 そういうことで、ずっと教育行政の中で、今回この予算にもありますように、学校教育の中

で平成２７年度、南那須中学校として新たに中学校が統合されてスタートをすると。記念すべ

き年、目玉と言えば目玉と申し上げていいかと思います。 

 そういう中で、下江川中学校が今度は２億７,０００万円の巨費をかけて新校に、平成

２８年度開校で改修に入ると。こういった指示でもあるわけですね。そういう中で、これまで

統合、旧町時代に端を発して、この旧烏山町の時代から統合が進められてきたわけでありまし

て、合併して１０年で最終的な目標といいますか、とりあえず一段落する年だというふうに理

解をします。 

 こういう中で、これまでの統合に対するいろいろな意味での苦労があったように思いますが、

新生南那須中学校がスタートをするにあたって、教育のトップとして教育長は、この新生南那

須中学校のこれからの校風づくりといいますか、学校づくりにどういう思いで、どういう期待

をして、この新しい中学校を推し進めていくのか。そういう考え方が教育長の胸のうちにあり

ましたらば、ぜひここでお聞かせをいただいて、私どももまだ任期はあと３年弱ありますから、

そういう中で学校教育に少しでも、教育界の思いを議会としても推進していければなと。こう

いう思いもありますので、ぜひお聞かせをいただきたいと思っております。お願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  池澤教育長。 

○教育長（池澤 進）  旧烏山時代からの学校統合を下江川中学校、荒川中学校の統合で一

段落するというお話をいただきました。まさにそうあってほしいと、これからは新しく学校が

つくられるというような方向に動けばいいなという思いがいたします。 

 私の学校統合、烏山地区は６校でございました。５８歳からスタートいたしました。当時の

町長、そして議長、議員の皆さん方に大変お世話になりました。おかげさまで、小学校が複式

学級の解消、中学校は学級が交替できる。複数学級編成ができる。これに努力してまいりまし
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た。 

 下江川中学校、荒川中学校もまさに同じ考え方で、地域の方々の苦渋の選択と議会の皆さん

の、そして執行部の皆さん方の努力で、おかげさまで平成２７年の４月１日、新校としてスタ

ートいたします。 

 子供たちには、今非常に、先日お話し申し上げましたが、大人でさえ生きにくい世情でござ

います。子供たちにとって、私どもが大人のサンプルとして生き方を子供たちに示せない。そ

の中で、学校長、そして先生方に基礎、基本、中等教育の学力保証、たくさんしていただいて、

自分でこれからの荒波をくぐり抜けて、自分の理想に向かって邁進できるような基礎教育、い

わゆる中等教育に邁進できるような教育環境を整えたいと思います。 

 あわせてその基本となるのは文武両道の教育であります。これからもその姿勢を崩すことな

く努力してまいりたいと思っておりますので、御理解をちょうだいできればと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  教育長の思い、確かに私どもの心の中にも伝わってきつつあります

が、今までも下江川中学校と荒川中学校の学校間の統合に向けての連携は、かなりしてきたは

ずでありますが、いざこれから同じ教室の中で、下江川中学校、荒川中学校の生徒がこれから

ずっと一緒にいるわけですから、そういう中で融合、融和の関係はもう全て大丈夫ですよと。

こういうとらえ方でよろしいですか。それだけ聞いて私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  池澤教育長。 

○教育長（池澤 進）  これまでの学校統合、何校か皆さん方の御理解を得て推進してまい

りました。そのノウハウを生かしながら、ＰＴＡの方はＰＴＡの交流、そして新年度に向けた

ＰＴＡの組織づくりについて努力していただきました。 

 子供たちにとっては、部活動、そして生徒会活動、あるいは学校行事等を計画的に履行しな

がら、きょうを迎える足がかりをつくってまいりました。子供たちは大人以上に一緒になって、

本当に胸を踊らせて、教室の中では最初は中学生独特のシャイな部分と気恥ずかしさが表現さ

れるでしょうが、もう１日の後半には、お父さん、お母さんのところに駆けていくことなしに、

子供たちと一緒に荒川中学校、下江川中学校の子供たちが手をとって、お父さん、お母さん、

先に帰っていいよと、そういうような雰囲気が必ずかもし出されるのではないかと思っており

ます。 

 私どもも精いっぱいの努力をしてまいりました。議会の議員の皆様方にも見守っていただき

ながら、子供たちを応援していただければありがたいと思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 
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○１７番（小森幸雄）  了解です。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  それでは、当初予算に対する質問をしていきたいと思います。まず

最初に、平成２７年度の当初予算でございますが、３月定例議会の初日に、地方創生予算絡み

の一般会計補正予算が議決されました。そこの中に、消費喚起と地方創生先行型と２つあった

わけなんですけれども、とりわけ地方創生先行型の予算は、この当初予算の中には関連予算は

全くないというふうに考えていいのかどうか。この平成２７年度の市の当初予算の中に、地方

創生絡みの予算は入っているのか、入っていないのか。そのことをお聞きしたいなと思います。 

 ２０１５年、平成２７年度は、国を挙げて地方創生元年の年でございます。本市においても、

那須烏山市の人口ビジョンと那須烏山市の総合戦略を策定するという予定でございまして、市

長は年度末を待たずにこれを策定すると答弁されましたが、本市の総合政策審議会に諮問して、

この総合戦略の中身の検討をするということでございますが、同僚議員からもいつも出ていま

すように、いろいろなところからこの人口減少対策についての意見を聞かれることは確かに結

構なことだとは思います。しかし、今後、この那須烏山市が生き残りをかけていくために、果

たしてそういう市がリーダーシップを発揮するということなしに、ただ、諮問するというよう

な計画の策定の仕方でいいのかどうか。私は甚だ疑問でございます。 

 皆さんも御存じのように、那須烏山市はこの栃木県内の市町村の中で一番人口が少なく、財

政規模も弱いと。そして高齢化も進んでいると。こういう状況の中で、あの佐野市でさえ、

２０年後には１０万人を切ってしまうと、こういうことに危機感を感じて３月中に市長を本部

長とする佐野市の市創生本部を立ち上げて、副市長、教育長、政策担当部長を初め、オール佐

野市体制で２０６０年ですよ、２０６０年を見据えた長期人口策定ビジョンと市の総合戦略を

策定するとしております。 

 こういう点からしますと、どうも我が市の気迫と申しますか、この地方創生に対する取り組

みがどうなのかなというふうに思えてなりません。これ、一般質問の続きのようになってしま

いますが、基本的にここで質問したいのは、我が市も直ちに那須烏山市創生本部を立ち上げて

いただきたいなというふうに思うんですが、これについてはどのようにお考えなのか、お示し

をいただきたいなと思います。 

 ２つ目は、２９ページの防災行政情報通信管理費ですね。１,２１１万８,０００円でござい

ますが、これは前の質問にもありましたように緊急告知ラジオの導入というようなことでござ

います。これについては新聞報道でも１台１万４,０００円するものを２５０台買って、独居

老人や災害時要支援者、自治会長らのほか、南那須病院や小中学校、山あげ会館など公共施設

に無償貸与、そして災害時要支援者の介護者に１,０００円、市民には２,０００円、事業者と
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２台以上を希望する市民には４,０００円で有償で配布する。 

 こういうことでございますが、２５０台のうち２００台は無償で配布するわけですから、残

り５０台しかありませんね。これはとりあえず試行で始まると。ＦＭ栃木を活用してラジオの

放送局を使って避難情報や緊急情報を流すということでございますが、今後はこれを本格的に

推進していくというような考えで受けとめていいのかどうか。その辺の考え方について、もう

一度説明を求めたいと思います。 

 次に、３８ページ、新規事業でございますが、ファミリーサポートセンター事業費３２５万

３,０００円ということでございますが、これはいわゆる学校放課後のそういう対策事業とは

違って、進めるような内容のようにお見受けするのでございますが、その事業内容はどのよう

なことをやるのか。そして、この事業は、市が直営でやるのか。それとも、業者のほうに委託

をしてこれを進めると。こういうような考えなのか。その辺の内容についてお示しをいただき

たいと思います。 

 次に、これは前後して申しわけございませんが、３７ページのほうで高齢者福祉ですよね。

これも一般質問でもやったんですが、一般質問をやった後、特に認知症については矢板の例を

取り上げて、こんなように矢板ではやっていますよねと、本市はどうするんですかと質問した

んですが、担当課のほうから、那須烏山市は決して矢板市には負けていないとお叱りの言葉を

いただきました。これは極めてありがたいことで、今後とも頑張っていただきたいなというふ

うには思うんですが、これは地方創生と同じなんですよ。担当課のほうでは職員一同一生懸命

やっていると、ほかの自治体に負けないようにやっているというのはありがたいんですけれど

も、それが市民にどういうメニューでどのようにやられているのか。 

 今回の認知症対策というのは国家戦略なんですよ。国家戦略で新オレンジプランということ

でやっているわけなんですから、その辺が特に栃木県の中でトップクラスに高齢化が進む那須

烏山市でございます。恐らくそういう流れでいきますと、国の平均では発症率が６５歳以上の

５人に１人だと、７００万人に達するだろうと言うんだけど、うちのほうは果たして単純に

５人に１人なのかどうか。単純に５人に１人だとしても、それを支える体制は本当に大変だと

思うんだよね。 

 だから、そういう意味で、市の大きな戦略として打ち出す必要があるんじゃないのかなとい

うことで、取り上げているわけなんで、ほかの町に負けないでやっているのは本当にありがた

いので、それをもっと市民にわかるように、こんな戦略でこんなふうにやっていますよと、

２０年後も３０年後も心配要りませんよというような中身を示してほしいなと、このように思

うんですけれども、これについてもう一度御答弁をいただきたいと思います。 

 また、先ほどジオパークの構想の問題も出ましたが、これはどうしても何かそういう博物館
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をつくるのかなというところに頭がいってしまうので、ジオパークの中身については、私も市

のいろいろな資源をＰＲするという意味で非常にありがたいし、我々も誇りに思うし、これか

らも活用できるなというふうに思いますので、このさまざまな市民が取り組んでいるジオパー

クのソフト事業、あるいは構想、こういうところに最大限に支援をしていただきたいなという

ことを申し添えたいと思うんですが、ことしはとりあえず検討委員会を立ち上げるということ

でございますので、今後の将来構想についてはどんなふうに考えているのか、お示しをいただ

きたい。 

 次に、山あげ祭のことでございますが、６０ページ、ここでは、前は商工観光課の中に山あ

げ保存会の事務局があったんですが、これが文化振興課のほうに今は来ていますよね。それは

ありがたいので、ユネスコ無形文化遺産登録、これも本当に市民の一人として願うところでご

ざいますが、ただ、ユネスコ無形文化遺産登録されても実際に山あげを上げる体制がこれから

もきちんと保証されるかどうかと、ここが一番大事なところでございます。 

 そういう意味で、この間、文化庁長官の表彰がありましたけれども、そのときに受賞者の島

崎さんも言っておりましたが、これからも永続的に山をあげるような体制整備には私も尽力し

ていきたいというふうに言いました。そういう意味で、行政のほうとしてはこの山あげのボラ

ンティアというか、人材バンクですね、その支援を支えるような体制をどんなふうに支援して

いくのか、この辺の考え方をお示しいただければなと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  地方創生に関する御質問をいただきました。一般質問にかかわること

でもございましたけれども、期間がどうかというような御質問がありましたけれども、５月の

日本創生会議の発表以来、一番危機感を持ったのは那須烏山市であることをぜひ御認識をいた

だきたいと思います。 

 というのも、７月の市長会において、私は直ちにこの検討会を早速県レベルで立ち上げるべ

きだという提言をしたのも那須烏山市でございます。早速副市長、町長レベルでもっての検討

会議が立ち上がりまして、今、そういったところに県レベルで取り組もうというような雰囲気

をつくっております。 

 そういうことから、いち早く若手職員に関する、ここなす那須烏山のワールドカフェを立ち

上げさせてもらいました。あわせて民間の皆さん方の若い、このまちおこしに活発な意欲のあ

る皆さん方も今、御参加をいただいている。こういった経過でございます。 

 そして、この内部については、この対策本部というのは、当然これは私ども創生本部として

私が本部長になって立ち上げていきたいと思います。あわせて全庁体制をとるためには、若手
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職員の力が何よりも必要でございますから、各課を代表する若手職員のワーキンググループ、

これも設置したいなと思っておりまして、私を初め全庁体制でこの問題には取り組む。このよ

うなことを明確に申し上げておきます。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  緊急告知ラジオの納入の関係でございますが、予算は５４ページ

の災害対策費のところの防災無線等管理費ですね。こちらの中に入っているものでございます。

この事業は３年以上の契約が必須ということになっておりますので、その３年の間に、これは

非常に有効である。これが最高の伝達ツールであるというようなことになれば、拡充を進めて

いきたい。また、そのようなことで、まずは防災に携わる人、中心になる人、そちらの方に配

備をさせていただいて効果を実証するというか、それが本番になるかもしれませんが、そのよ

うな形で調査を進めて本格導入に向けて進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  福田秘書政策室長。 

○秘書政策室長（福田光宏）  平塚議員の先行型の予算についてお答えいたします。 

 基本的には、先行型は平成２６年度３月補正でやっております。先日、御質問があって答弁

がちょっとうまくなくて申しわけなかったんですが、関連事業としてはまだ正式に国から来て

いないんですが、子育て関係で保育料の軽減とかいろいろあると思うんですが、そちらのほう

に資料を見てみると入っているみたいです。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、予算書の３８ページ、ファミリーサポートセンター

事業費３２５万３,０００円について御説明を申し上げます。 

 ファミリーサポートセンターは、子育ての援助を受けたい人と、援助を行いたい人から相互

援助会員組織を組織いたしまして、病気の子供の送迎や預かりのほか、保育施設開始前や終了

後の預かり、また、保育施設までの送迎とか保護者の病気や休養の場合の預かり等、日常子育

てに対する多くのサポートを行う事業でありまして、会員間で相互に支援を行います。 

 本市としては、その支援活動等における会員間の連絡の調整とか、いつでも相談に乗るとか、

会員間の援助を行うため、市として臨時職員を雇用いたしまして、市直営でその連絡調整等を

行うことになっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  高齢者福祉の関係の認知症対策についてお答えしたいと思い
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ます。 

 認知症対策の予算につきましては、介護保険特別会計の１７１ページにあります認知症施策

総合推進事業費で予算は計上しております。この間の矢板議員の一般質問でも認知症対策につ

いてはお答えさせていただきました。認知症の対象がどのぐらいいるかというのは、実際の人

数はつかんでおりませんが、国の推計からしますと（「内容はわかっているからいいよ」の声

あり）では、その内容で（「どういうふうにこれから打ち出すかという話です」の声あり）大

変ＰＲが下手で、市でやっている部分を市民の方にお知らせしていないのは大変申しわけなく

思っております。 

 認知症対策としましては、介護予防大会とか認知症サポーター養成研修などで認知症対策を

やっておりまして、認知症サポーターはもう３,０００人を超える方が受講して修了しており

まして、その辺について多分担当のほうは進んでいますというようなことで申し上げたのかな

というふうに思っておりますが、何分地道にやっておりまして、やっていないのが現状でござ

いますので、これからはもうちょっとＰＲして市民にお知らせしながら、参加しない方にも、

認知症対策の必要性を訴えていきたいと考えております。 

○議長（佐藤昇市）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  文化振興課から２点ですね。まず、ジオパーク構想でござい

ます。こちらにつきましては、平成２７年度は先ほどもお答えしましたように、構想案を策定

ということで、平成２８年度につきましては、この構想案に基づきまして具体的にその事業を

展開していくと。事業と言いましても、具体的にジオサイトといいますか、その見どころを決

めまして、看板を設置したり、そういうことでボランティアのガイドさんを養成したり、あと

はそういったジオサイトのツアーを行っていくんですが、その運営主体につきましては、各市

のいろいろな運営協議会の方にお集まりいただいて、いわゆる行政主体というよりも、ぜひ地

域の資源の有効活用でございますので、そういった地域で活動している方々にお集まりいただ

いて、それを推進していく。そういう協議会を設けて推進をしていきながら、登録申請という

スケジュールでございます。 

 ２点目の山あげ行事の保存継承につきましては、今年度山あげ行事の一番の６町輪番制の体

制づくりといいますか、その継承ということで、保存会におきまして、その支援体制というも

のが確立されました。これが非常に重要なことだと思っております。 

 今後はこの保存体制というかそれができましたので、具体的にどういった支援をしていくか

ということを詰めていきながら、継承に努めてまいりたいと思います。あわせて、行政側とし

てのサポートといいますか、人材バンク等の支援につきましても、その支援策の中で主に検討

をしてまいりたいと思っております。 
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○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  そういうことで、地方創生元年の国を挙げてのこの事業の中で、那

須烏山市においても、生き残りをかけて本気でやっているんだよというのが市民に伝わるよう

な取り組み方というか、そういうものを進めていただきたいなと。やっと市長のほうから、創

生本部を立ち上げるとか、全庁体制でやるというようなお話は伺いましたが、これはいつまで

にこれを立ち上げる予定でおりますか。 

 それと、あくまでも学校統合のときも申し上げましたが、諮問は諮問ですからね。みずから

本当に創造するんだという、どんな火の粉を浴びてもどんな苦労をしても、本当に頑張るんだ

というのが伝わらないと、市民はそれに参加しませんからね。 

 下野新聞にも、地方創生で本格的な競争にと言われているんですよ。地方創生をめぐる自治

体間競争だと、他の自治体に負けないような取り組みを本当にそのやろうとすることが伝わら

なければ、市民はその市のアイデアや企画、その実行というか、そういうものに協力してくれ

ませんから、そういう意味でも市民にも議会にも、市の執行部の本気度が伝わるような姿勢を

打ち出していただきたいなということを、私は前の質問でも訴えましたし、今回のこの提案で

も訴えたいわけなんですが、その本気度、そこをもう一度確認をしておきたいと思います。い

つまでに、この創生本部を立ち上げるのか。これだけ明確にしていただきたいと思います。 

 次に、防災行政無線でございますが、これはこれでいいと思うんですけれども、問題はひと

り暮らしのお年寄りがどんどん増えていて、それで緊急通報装置とかそういうのも普及してい

るんですが、何か障害のあれがなければ、それが配布されないんですよね。そういう意味で、

健康なお年寄りでもいつ何がどうふうになるかわかりませんので、その辺も総務課だけでなく

て各課横断に、独居老人等のできれば双方型の緊急対策を進めていただきたいなと思うんです

が、それを答弁いただきたいなと思います。 

 次に、地方のやつは地方創生との絡みでわかりました。いずれにしても、ほかのまちからお

くれているなんていうことは私は１回も言ったつもりはないので、その事業内容についてもよ

くお聞きしました。問題は、そういうメニューとか市の取り組みとか、そういう体制というの

か、そういうものをぜひ市民の皆さんがわかるような、これ、国家戦略と言っているんだから、

それをこの市ではどう展開しているのかというのがわかるような打ち出し方をやってもらうの

と、あと市長、これから１０年先、２０年先、それ以降もそういうような、認知症に限らず高

齢者の医療、介護、福祉、こういうものの需要が高まると思うんですよ。前の一般質問でも申

しましたように、これはそういう意味では成長の分野なんだよね。それを支えるスタッフをつ

くっていくことも雇用拡大の大きなテーマになると思うので、その辺も含めて体制づくりには

万全を期していただきたいと思います。 
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 次に、ファミリーサポートセンターの問題でございますが、中身はお聞きしましたけれども、

何か個人個人で請け負ってもらえるような組織を立ち上げて、そこに行政のほうが委託をして、

いろいろなことをやるというような認識でいいんですか。それとも、どこかの業者に全てそれ

を委託して、そのどこかの業者がその手配をするというようなイメージなんですかね。そこ、

ちょっとさっきの説明ではよくわかりませんでしたので、もう一度その辺を、さっき言ったで

しょう、私。市直営でやるのか。それとも、どこかの業者に任せるのか、その中身について説

明をお願いしたいと思います。 

 ジオパークについてはわかりました。 

 山あげ祭の関係については、今後とも、その人材体制の支援については行政のほうでも御支

援をいただきたいなと思います。 

 さっき質問を忘れたんですが、烏山のプール施設は解体整備が終わりました。ことしの予算

にはありません。しかし、空いている土地があるわけですよね。あの土地については今後、駐

車場等には使えるかなというふうには思うんですけれども、プール解体後もあの敷地について

はどのような利活用を考えているのか、お示しをいただきたいなと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  創生本部の設置、またそれに関連するワーキンググループ、これの設

置については、平成２７年度早々に設置を考えておりますので御報告申し上げます。 

 また、先ほど地方創生のひとづくりの分野で、介護、福祉、医療分野に触れられましたが、

まさにこれからの高齢化社会あるいは少子化社会の中で、この分野のひとづくりは大変重要な

位置づけにございます。市を挙げて、そのようなひとづくりに向けて努力をしていきたいと思

います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  緊急告知ラジオの件に関しましては、今回、導入するものにつき

ましては拡張機能といいまして、先ほど平塚議員が言っているような将来的には取り組めるの

ではないかな、そのようなことでの先々を見据えているものもございますので、それら、今、

技術は日進月歩でありますので、速やかに判断をしていきたいと思います。 

 以上です。（「各課横断的には。ほかの課との関係も含めて」の声あり）導入の対象者、ま

た先ほどの貸し出しというか、有償での単価等についても、今後、詳細は検討していきますの

で、これらについてはうちのほうだけじゃなくて、福祉サイドとまた連携をとってやっていき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 
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○こども課長（青木 敏）  それでは、先ほどのファミリーサポートセンターについてお答

えをいたします。 

 まず、市は、ファミリーサポートセンターの会員を募集いたします。募集した中で、市は援

助を受けたい人と援助をしたい方の仲介役を行うということで、当然会員になった方に対して

は子供を預かる場合の講習会なんかも開いて、安心して子供を預かったり、育てることができ

るような形で、市はその仲介役ということで業者には委託はしません。市が責任を持って行う

ということです。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  質問のありました烏山プールの解体後の利活用でございます。

今のところ、隣接している烏山公民館のほうの駐車場として当面使わせていただきたいと思っ

ております。ただ、中央公園の検討委員会のほうの答申がまだちょっとはっきり出ておりませ

んので、そちらに従って管理されるかと思います。ちなみに管理のほうは普通財産なので、総

務課になります。 

○１８番（平塚英教）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  ここで暫時休憩します。 

休憩 午後 ３時５９分 

 

再開 午後 ４時０８分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  いつも予算の審議の質問は最後に私がなっているようでして、今回

も私、質問項目が多いものですから、もう既に執行部のほうへ渡してあります。簡潔明瞭に、

余計なことは一切私は答弁を必要としませんので、簡潔明瞭な答弁をお願いしたいと思います。 

 まず、予算の概要書というのはこの予算書と一緒に渡していただいております。ここに記載

されているのは一般会計のみでもって、特別会計についてはほとんど記載されておりません。

ことしの予算総額が幾ら程度ですよね。これ、もうちょっと、この一般会計並みに、特別会計

についても記載できないものか。ぜひこれは来年からお願いしたいと思って、これ１点入れま

した。 

 次に、１ページ開いていただきますと、一番下のほうにグリーンニューディール事業とあり

ますね。これは別の資料や何かを見ますと、健康福祉センターと烏山中学校、現在の下江川中

学校、これを太陽光発電で各施設に電力を供給するということなんですが、実際、この３つの

それぞれの施設に使う電力の何割ぐらい補えるのか。そこで、今回、７,８５０万円もかけて
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費用対効果はどうなのか。何年で回収できるのか。 

 これなぜ、私、質問するかというと、平成２２年に図書館にも同じような装置をくっつけま

したね。くっつけたら、あれ、約３０年もかかりますよというんですよね。実際、実績を見て

も、３７０万円ぐらいの電力は発電しているようなんですが、２,０００万円を超える費用を

投資していますから、なるほどそれでは３０年以上もかかるのではないかなと思いまして、こ

のことを質問したわけです。 

 次に、これも同僚議員が質問した中からですが、今度は予算書、歳出の４５ページの６款

１項３目、これ、人・農地問題解決加速化支援事業というのがありますね。今年度新しくでき

た事業なものですから質問するわけなんですが、９３１万９,０００円、これは稲作の所得補

償に８７０万円、さらに人・農地新事業にわずか６１万９,０００円のようなんですが、もう

ちょっとこれ、詳しく、簡単に説明してくれませんか。それで、これは平成２７年度で終わる

のか。来年度もまだまだ続くのか。この見通しについてお伺いをいたします。 

 次に、４６ページの６款１項３目、景観形成作物モデル事業、これも同僚議員がもう既に質

問しております。去年はあれほど大失敗したのに、懲りずに何でことしもまたやろうして予算

計上したのか。懲戒処分にするべきじゃないかと私は思っていますよ。これはちょっと冗談な

んですが、これは農政課でなくて生涯学習課でも花づくり事業というのをやっていまして

２０万円ほどの予算を計上して、各自治会とか老人クラブに支援していますね。これを上乗せ

をして、この事業を拡大したほうが私はもっともっと効果が上がるのではないか。今回も小塙

の踏み切りの手前あたりに、またこれ、何を植えるのか知りませんが、あそこも湿原ですから、

あそこで成功しようというのは非常に難しいのではないかと思いまして、これを質問したわけ

です。 

 次に４６ページ、同じ６款１項４目、これも渡辺議員が質問しました畜産担い手育成事業で

すね。畜産の関係の補助事業というのは久々ですね、何年ぶりだろうか。久々に私もこの事業

を見たんですが、これはぜひ市も畜産関係の事業は大切ですから、この補助事業上乗せ、ぜひ

主張するべきと思って、私もこれは質問に加えておりました。 

 次に、４６ページの６款１項５目に農地中間管理事業補助金というのがありますね。これも

新しい事業で、離農者等への補助金７７０万円ですね、３日ほど前の下野新聞にも大きく大々

的に広告が載りましたから、私もこれ十分承知はしてはいるんですが、これは今後もまだまだ

当分の間、続くのかどうか。今年限りでということはないと思いますが、この辺のところ、お

願いします。 

 次に、同じく４６ページの６款１項６目、改善センターの工事費として５,２９４万円あげ

ておりますね。これはみんな、この建物の修繕費というふうに理解をしましたが、お願いした
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いのは、改善センターの裏側に１５０平米ほどの空き地があります。いつも草が生えています。

これは農産物加工施設の前のところですよ。ここをぜひ舗装して、駐車場にでもすれば有効利

用できるのではないかと、しばしば今の改善センターの前の駐車場では不足していることがあ

りますので、ぜひこれはすべきだと思いまして、１項目入れたわけです。 

 次に、４６ページの６款２項２目に元気な森づくり事業、これも同僚議員から質問がありま

したが、これ、効果上がっているんでしょうか。実は私のところへ去年、ある山林の所有者か

ら、私はやりたくないのに農政課のほうから、ぜひそこのところをきれいにしてくれというよ

うな要請があったんだ。うちのあたり、そんなイノシシなんかいないよというようなわけで、

何かどうも農政課のほうでは予算消費のためにやむなくあっちこっち見つけて、この事業をや

っているのではないかなと感じているんですよ。 

 それなら、建設課長と協議をして、あの道路沿いの支障木のようなああいうところを切れな

いものでしょうか。ここらのところをぜひ検討してもらいたいと思っております。 

 次に４６ページの７款１項、これも同僚議員が質問しております。工場敷地の崩壊復旧工事

費ですね、３００万円。これ限度額ということなんですが、これ、実際どのぐらいの工事費が

かかって、そのうちの３００万円をこの限度額として交付するのか。簡単でいいですよ。 

 次に４９ページ、７款１項２目、これもただいま久保居議員が質問したところなんですが、

これは担当課長、そうしますと、今年度はもうイルミネーションは廃止すると、やらないと。

そういうような考えなんでしょうか。そのように理解してよろしいのか、お伺いをします。 

 次に５０ページの７款１項５目、一般観光施設の運営費ですね。去年も８９０万円あります。

ことしも９５０万円あります。これを簡単でいいですから、内容を説明してください。 

 次に、５０ページの７款１項５目に、山あげ会館の設計委託ですか、１,０００万円もあげ

ていますね。これ、私、山あげ会館を修理するのはいいんですが、ここへ歴史民俗資料館を併

用できないものでしょうか。今、観光協会のほうで、左の入って１階の奥のほうにおみやげ品

なんか売っていますね。あそこはあんまり売れないと思いますので、あの部分と２階にも広場

がありますね。この辺のところに私はこのまちの大切なこういった資料を展示すればそれで十

分ではないかと。 

 それで、毎年この内容を変えるんですよ。今、七合中学校に置いてあるんでしょう。四半期

ごとでも何でもいいですから、そうすればまた、新しいお客さんも来ますが、いつも同じもの

だから、ああ、もう見たから行ったってしようがないということになりますので、ぜひ内容物

を変えるような形で、山あげ会館をそんな方法でやれば、この山あげ会館自体の入場者も増え

るのではないと思っております。 

 次に６３ページの１１款１項のほうの農地農業施設の災害復旧事業、これ、朝のうちにどな
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たか質問したかもしれませんね。５１０万円ほどあげておりますね。これはもう既に被災して

いるところの事業をこれからやろうとしているのか。ちょっともう１回だけお願いします。 

 次に６６ページ、これは給与手当の欄です。ここに時間外手当を全会計分、ここ以外の分も

後ろの分も合わせましたら、ことしも５,６５５万３,０００円あるんですよ。これはそれでし

かたがないのかなとは思ったんですが、この会計別に職員１人当たりの時間外手当を計算して

みました。一般会計のほうは年間２２万９,０００円ですね、１人当たり。残業していますね。

それはいいとしても、一番少ないところは下水道で１人当たり５万円です。一番多いところは

簡易水道で５０万円ですよ、１人で。５０万円も１人で職員手当のこの時間外手当が必要なの

でしょうか。あまりにもばらつきが甚だしいものですから、この辺のところ、本当に必要なの

かどうかを私はお伺いしたかったんです。 

 それで、私、この時間外手当に関しまして、市長に１つお伺いしたいんです。この５,

６５５万３,０００円、これを職員給にかえますと、平均給与で計算しますと、１人当たりの

年間の職員給与ですね、ボーナスを含めて５３７万円ぐらいですね。この５,６５５万３,

０００円を５３７万円で割りますと１１人分の職員を採用できるんですよ。私は、そのほうが

この那須烏山市の人口増につながるのではないかと思っております。 

 先ほどの同僚議員の質問の中で、教育委員会のほうで支給しています奨学金、実際支給して

も約半分ぐらいしか返ってこないと言っていますよね。雇用拡大にもつながりますし、私は決

して職員の数を減らすのがいいとは思っていません。この辺のところはどう考えているか、お

願いしたいと思います。 

 同じ６９ページを見ますと、職員の昇給について載っております。これを見たところ、職員

の昇給欄を見ますと、６９ページは一般会計の分だけなんですが、特別会計も全部含めますと、

職員２４２人中２３６人がことし昇給、昇格するとなっているわけなんです。今は何を基準に

昇格、昇給させているのかであります。 

 これは３年ほど前、平成２４年３月の定例会の一般質問の中で、昇任、昇格について、高根

沢町では既にこういった試験を実施して、その点数でもって昇格、昇任を決めていると。だか

ら、ぜひ本市でもそのような方法をとってはいかがですかと、そう質問しました。それに対し

ての市長答弁では、各職員のやる気を促すには有効な手段と考えているので、本市もぜひその

ような方法を構築してまいりたいと言っていますが、多分これ、いまだにやっていないと思い

ます。 

 さらに、平成２５年の１２月の定例会一般質問の中でも、私はこう言ったんですよ。市長の

選挙があって間もなくですよね。市長はいっぱい選挙公約を掲げました。その公約実現のため

には、職員が持つ能力を最大限引き出す必要があるのではないか。さらに接遇改善を含めてい
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かなる方法をお持ちでしょうかと。そう私は質問しました。それに対して、市長答弁では、次

年度からというのは平成２６年度から、目標管理型人事評価制度を導入する予定でありますと、

そう言っていましたが、いまだにやっていないですね。 

 一昨日の小堀議員のこのような質問に対しては、人事評価制度は平成２７年度の下半期から

試行的に取り入れ、平成２８年度から本格実施したいと言っていますが、今度は本気なんでし

ょうか。この辺のところも本気度を聞かせていただきたいと、そのような意味では私はこの質

問項目を加えたわけであります。 

 今度は特別会計の下水道事業、２０１ページを開きますと、南那須地区、ここは加入率は最

初からいいんですよね、合併前から。８８％からですよね。どうもこの８０％台から伸びない

ですね。なぜ伸びないのか、この理由についてお伺いをいたします。 

 次に、烏山地区も今回は１億６,２００万円も工事費を投じますが、今年度工事区間の実施

戸数というのは何戸なのか。それと、烏山全体のこの事業において水洗化率というのは何％ぐ

らいになるのか。これについてお伺いします。 

 それともう一つ、烏山地区の下水道の処理施設、広大な面積を持っていると聞いております。

しかし、ほんのわずかしか今使っていないですよね。その使っている面積はどのぐらいなのか。

それと、総面積というのはどのぐらいあるのか。この辺についてお伺いをしたいと思います。 

 最後ですね、もう１点お伺いします。これは市長にお伺いしたいと思ったんですが、これは

御承知のとおり、本市の自主財源率というのは３３.７％ですね。これは県内の２５市町村中

最下位であります。私はことしは注目しまして、下野新聞に報道されます各市町村の予算規模

について、円グラフや何かでありましたから、これを全部切り抜いてここに取ってあります。

ただ２つぐらいの市の資料がちょっと不足したものですから、その辺のところは坂本課長から

聞いたりしていたわけなんですが。 

 これを見ますと、この自主財源率、最も高いのは芳賀町の７１％ですね。すばらしいですね。

続いて宇都宮市が６４％。この近隣市町の状況の中で注目したいところは、合併しなかった町

の自主財源率というのが高いんですよ。塩谷町４０％ですよ。うちのほうは３４％ですよ。塩

谷町４０％、市貝町５７％、高根沢町も６１％です。軒並み自主財源率というのがずっと年々

引き上がっているんですよね。 

 これらのまちでは、将来を見据えて慎ましい財政運営に努めているのではないかと私は推測

しているところなんですが、この辺のところ、市長としてはどう判断するでしょうか。本市で

は、合併特例債、それに合併交付金等、これらのいただけるものを全部使い果たしてしまった

わけなんですが、これで将来問題ないんでしょうか。将来、この自主財源率というのは上がる

んでしょうか。非常にこのことを心配しております。 
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 それに、先ほど言いました各市町村の当初予算から拾い出したんですが、市民１人当たりの

予算の規模ですよね。これは１２月の一般質問でしたか、同僚議員の中にもありました那須烏

山市の１人当たりの予算規模は栃木県内で最大で、これは調べるべきではないかというような

質問がありました。私もことしも全市町のそんなやつをここへ書き出して拾い出してみました

ところ、本市の予算額、御承知のとおり１１億６,０００万円ですね、それを人口２万７,

３００人で割りましたところ、４２万８,０００円です。これはことしは県下第８位です。最

下位から下から８番目に上がってきました。 

 ３年前は先ほど言いましたように、第１位であったものが今回は第８位までに上がったんで

すよ。じゃあ、那須烏山市よりも予算額の多いところ、これはどういうところなのかと思って、

内容を新聞記事から見ましたら、例えば那須町は一番多いんですが、これは除染費に３３億円

もかけているんですよね。だから、この予算が上がっています。隣の那珂川町も新庁舎とか消

防庁舎の負担金がことしはぐーんと上がりました。だから、この予算規模が上がりました。日

光市、下野市、大田原市、ここでも多額の庁舎建設費を計上したために、私のまちよりも１人

当たりの予算額が上がったということで、これは一時的なものですから、今後は二、三年たて

ば、またまた那須烏山市の予算規模というのは県下で最大限に膨らんでしまうのではないかと、

そう思っているわけです。 

 本市では、予算規模を縮小するような努力をされているのでしょうか。どうもその努力が見

当たらないんですが、その辺のところはこれは財政担当の課長でも結構ですから、御答弁をい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  それでは、私のほうからお答えをしたいと思います。 

 まず、給与手当、時間外手当から御質問がありました。５,６００万円の残業は１人当たり

にすると１１人分に当たるんじゃないかというような御指摘でございます。確かにこのような

計算は成り立つ。そしてまた、雇用にもつながるということでございますが、この職員の資質、

それとその数というのはバランスよく配置をする必要があるというふうに感じています。 

 したがって、この人数を増やすことで事務処理がさらに円滑に、その能力がいくかというこ

とと、さらに質的な資質を上げることによって、さらなる効率的な行政運営が図れるかという

ことをやはりよく推しはかって、適正な人事配置をしていかなければならないと思います。 

 したがいまして、そういった数字から推しはかると、確かにそのようなことでございますが、

それをさらに実現化をしたとしても、残業がゼロになるかどうかということもよく検証しなけ

ればならないと思います。 
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 したがって、この職員の適正な配置というのは、質と量とそういったバランスをよく組み合

わせながら検証作業をする必要があると思っておりますので、御提言でございますから、この

ことは真摯に受けとめて検討することにはいたしますが、やはり基本的な考え方はあくまでも

職員の適正配置だと思っています。 

 それと、昇格、昇給ということになりますが、確かに議員から目標型の人事評価制度、平成

２５年度いただいて、平成２６年度からやるよというようなことでもくろんでいたのは事実で

ございます。そのようなことで本気度と言われましたが、本気にそのようなことで担当課のほ

うには指示をしていたところでございますが、それが結果としては２年おくれているというよ

うなことでございまして、このことについて本当におわびを申し上げたいと思います。 

 過日の小堀議員の一般質問でもお答えしたんですが、義務的になったということでございま

すので、今年度中には試行的なことをやりながら、平成２８年度には本格施行ということは間

違いなくやれると私も思っていますが、そのことについても、当初予算時には常々担当課には

激励もしながら、叱咤もしながらやってきた事実はあるんですけれども、結果としてこの成果

が上がらなかったということでございますので、そのことについては私からもおわびをしたい

と思っています。平成２８年度から本気にこの人事評価制度を取り入れながらやっていきたい

なと考えております。私はこのようなところでよろしいですかね。 

 自主財源比率についてお尋ねがございましたが、今期の自主財源比率が３３％ということで

ありまして、合併する前の両町もおおむね３０％、３割自治体ということで、そのまま推移し

ておりまして、結果としてこの辺のところに視点をあてますと、合併の効果はあったのかとい

うようなことになると思うんですけれども、それは置いておいて、自主財源比率の低迷という

のは、先だってお示しをいたしました中長期財政計画でも、これからの１０年間の財政計画を

見ると、大体３０％前後にとどまっています。 

 そのようなところから、あまりの伸びは期待はできないということでございますが、そう言

っても地方創生の中で人口減少、少子高齢化対策は大きな課題だというふうに位置づけており

ますので、そういった自主財源確保にはどうしても定住、企業誘致が欠かせないということで、

心血を入れながらその戦略に向けてやっていきたいと思いますが、ただ、中長期財政計画で示

した１０カ年の計画については、この財源は伸びないということでございますが、一方、伸び

なければやっぱり出ずるを制するしかございませんので、今の１１６億円規模の当初予算規模

を１００億円程度に縮小するというような計画をお示ししているところでございます。したが

って、今の現時点での市の標準財政規模は８３億円程度でございますから、それを１００億円

程度に縮めまして、そういう中でこの市の一般会計の予算をあるべく姿にしていく、そういっ

た努力をしていく。そういうことでございますので、ひとつ御理解いただきたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  ただいまの質問の中で、皆さんにお配りさせていただきまし

た当初予算の概要書の中に、一般会計だけでなくて特別会計の内容も記載できないかというよ

うな御質問がございました。その件に関しましては、予算の概要の中の１１ページから１３ペ

ージにかけて、特別会計の御説明をさせていただいているところでございますが、この記載内

容につきまして、もう少し詳しくというようなことでございますので、再度検討させていただ

きたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  雫環境課長。 

○環境課長（雫 友二）  グリーンニューディールの関係でお答えさせていただきます。 

 健康福祉センター、烏山中学校、下江川中学校、そちらのほうの平成２５年度の使用料の実

績、それと実際つけるソーラーパネルの出力の予想発電量から計算しますと、大体補えるのは

保健福祉センターで５.１７％、烏山中学校で５.０６％、下江川中学校で４.３１％となって

おります。 

 また、回収に何年ぐらいかかるのかという御質問でございますが、現在の使用料金から単価

をはじいた計算ではございますが、それで計算いたしますと保健福祉センターは９４.５年、

烏山中学校が８９.９年、下江川中学校が８４.６年となっております。ただ、この件につきま

しては、蓄電池等も入っている、またＬＥＤの街路灯なんかも入っているというふうなこと、

災害時における電源確保を目的に整備されるものであるというふうなこと、その件については

御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  私のほうから、まず４５ページの人・農地の関係でございますが、

加速化ということでありますが、内容的には今までありました個別所得補償の関係でございま

す。それから、そのうち１００万円は市単独で流動化が図れたときに、借り手に１０年間借り

ると１反歩５,０００円というような金額の１００万円も含まれていますが、それについて継

続されるのかというお話でございますが、これは個別所得補償の関係でございますので、継続

されていくというふうに認識しております。 

 次に４６ページの景観形成モデルですが、小塙で大丈夫かという御質問でございますが、こ

れは先ほどもお答えしましたが、地域とファームあらなん、それから地元とお話ししまして、

去年もちょっとやっていただいたんですが、畝上げをしまして排水を周りに張らせましてやれ

ば、何とかなるだろうと。去年もそういうことでやっていただきました。 
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 なおかつ、トンネル側と線路寄り、踏み切り寄り、西側は少しずらしてやると長い間咲いて

いるんじゃないかというようなことでございまして、これは再度やらせていただきたいなとい

うふうに考えています。 

 それから、４６ページ、畜産担い手でございます。先ほどもお答えしましたが、矢板市、さ

くら市、高根沢町、那珂川町を入れまして１１名の方で、本市におきましては４名の方が取り

組むわけです。総体で１１名いますが、平成３０年までに９億３,０００万円余の事業費でご

ざいます。いずれも（「これ、市も補助金を上乗せする必要があるのではないかということで

すからね」の声あり）はい、済みません。全て酪農後継者ですので、規約にのっとった範囲内

でぜひ考えたいというふうに、これは財政当局とも事業費が確定次第、検討させていただきま

す。 

 それから、農地中間管理事業でございますが、これは新たにできた国の４本柱の問題でござ

います。離農者等が借り手に貸した場合、貸し手ももらえる。７０万円、５０万円、３０万円、

そういう事業ですので、これも継続される予定でございます。 

 元気な森づくりにつきましては、これは都市建設課とタイアップしてできないかということ

でございますが、おかげさまで補助率１００％でございます。通学路とか交通の見通しの悪い

ところとか、ちょっと建設課では難しいなというところもとっつきやすいものですから、これ

はうちのほうでできる範囲で、ただ、ちょっとやりたくないのに地域に入っちゃっているとい

うようなお話もありましたが、確かに１０年間は他の目的に転用できないという縛りがござい

ます。そういうこともありますが、周辺整備ということで交通安全にもつながりますので、続

けさせていただきたいと思います。 

 それから、最後の災害復旧ですが、道路、農道等が２００万円、農業用施設ということで田

んぼとか畑が崩れた場合３００万円、その中で継続しているのがあるのかということですが、

小木須地区で去年災害を受けたところで、雨量の関係で該当していないんですね。国とか県で

すね。それを市単独でみたいなということで１０４万円ほど、３００万円の中に１０４万円含

まれておりまして、トータルで５０１万１,０００円という計上になってございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうから４点ほど説明申し上げます。 

 ４８ページからになりますが、まず第１点に、工場敷地崩壊復旧工事費でございますが、こ

の３００万円限度額で予算をとっていますが、どのような規模ということですが、今のところ、

私どもで見たところ、１,０００万円から２,０００万円の工事費になる予測のもと、予算を計

上したところでございます。 
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 続きまして４９ページのプロジェクションマッピングの事業費交付金ですが、今年度は前に

も説明しましたように、この事業を行います。そして、今年度は１０周年記念事業としても実

施し、今後についてはまだ実行委員会、スタッフの意見がこの意見ですので、その中で協議し

ていきたい。先ほど言いましたように、イルミネーションの道具類は大分古くなっていますが、

保存していますので使えますので、またそれも一緒に協議していきたいと思っております。 

 次に、５０ページになりますか、一般観光施設運営費ということでございますが、４９ペー

ジから５０ページにかけてのものですが、今回は９５３万円ということで、昨年に対して

５７１万５,０００円が交付になっております。このうちこの予算は基本的に那須烏山市内に

あります公園、大沢とか愛宕台、花立峠、富士見台、宮原等の公園とか広場、それと山あげ烏

章館の施設の電気、水道料などとか草刈りなどの維持管理費になっておりますが、それに今回

は新事業で工事一覧表にもありますように、観光イベント、資材倉庫を新築工事費４８６万円

が入っておりますので、そのような事業で行っております。 

 ４点目の山あげ会館については、どのようにということで、整備については先ほど説明があ

りましたが、それをもとに今後、関係団体とハード面、そして運用、展示施設をどのように進

めていくかというのは、検討しながら進めていきたいなと思っております。 

 なお、入り口の販売関係で、おみやげ等パン屋がありますから、入り口が２つになってしま

いますので、そのパン屋さんと観光のほうを別に入り口をつくって、入りやすいようにしたい

なという計画を持っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  大谷上下水道課長。 

○上下水道課長（大谷頼正）  それでは、下水道関係の質問に対してお答えしたいと思いま

す。 

 まずは１つ目の南那須地区の加入率が８８％から伸びない理由ということですが、平成

２５年度末の普及率は８７.８％で、平成２６年度が８８％ということで、件数にすると４戸

増えております。微妙ですけれども、わずかながらは伸びている状態です。 

 その理由なんですけど、平成４年から事業に着手して１０年度からは供用開始しております

が、事業実施中、下水道整備区域の中で、家の新築や改築等がありまして、下水道が入るのを

待てなくて浄化槽を整備した家があります。また、現在の景気の低迷や高齢化の進展などによ

りまして、そのような要因で伸びないのではないかと思われます。おおむね８８％でございま

すので、ほとんどのうちが入っております。 

 続きまして、２問目の烏山地区の今年度工事区域の受益戸数ですけれども、今回の工事区域

の戸数が８４戸となっております。そのうち今回、公共ますの設置の申し込みがありましたの
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は４５戸ということで、約５４％の公共ますの設置を予定しております。 

 それと烏山全体の下水道の水洗化率の見込みですけれども、これにつきましては平成２６年

度の下水道の加入が２３戸ありまして、人口にして８０.５人程度でありますので、全体とし

ては３３.２％になる予定でございます。 

 それと、烏山水処理センターの敷地の件でございます。総敷地面積は３万９,２３１平方メ

ートルです。そのうち使用面積は１万８,１４７平方メートルということで、未利用地は２万

１,０８４平方メートルになっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  改善センター裏空き地の舗装関係でございます。こちらのほ

うは大変申しわけございませんが、文教福祉常任委員会のほうで回答させていただくことでよ

ろしいでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  一通り答弁はいただきました。まず、二、三だけ申し上げたい。 

 例の太陽光発電ですね、先ほど聞きましたら、元を取るのに１００年近くもかかるんですね。

こういう事業をですね、今回も７,８００万円も投資していいのかどうかということですね。

ちょっと私は疑問を持っております。ぜひやりたいんだということなら、それはね。こういう

ことは率先してやるべきではないなと私は思っております。 

 それと、市長から何点か答弁いただきました。市長の心は十分私も承知をしております。ぜ

ひ人事評価制度、平成２８年度から実施するということですが、困難があるでしょうが、ぜひ

そのような方向で期待をしておりますので、お願いします。 

 自主財源比率ですが、これも先ほど言いましたように、この合併しなかった市町村というの

は上がっているんですよね。そこら辺のところ十分、これは財政担当課長、なぜ予算規模が膨

れてしまったのかを、よそのそういった高根沢町または矢板市あたりの予算書を借りてきて検

討していただきたい。十分内容を分析いただきたいと強く私はこれを望んでおります。 

 それと、烏山地区の水処理センターですね、まだまだ２万１,０００平方メートル、半分ぐ

らいは余っているわけなんですが、今後どうするのか。利用できるのかどうか。もしできない

ならどのように考えているのか。これが１点。 

 それと、南那須地区はまだ１２％残っているわけですね。今、烏山地区は１戸あたりどのぐ

らいの工事費がかかっているか。私、わかりません。合併前に旧南那須は全部済みましたよね。

総事業費をその区域の受益戸数で割りましたら、ちょっと私も今、記憶の範囲内なんですが、

約７００万円かかっているんですよね、１戸当たりですよ。それほど多額の費用を投資してい
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るわけなんですから、もうこのぐらい８８％、旧南那須でも入っているんだから、やむなしと

いうようなそんな言い方ではなく、ぜひ１戸でも２戸でも努力していただきたいと思っており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤昇市）  大谷上下水道課長。 

○上下水道課長（大谷頼正）  まず、烏山水処理センターの跡地利用の関係なんですけれど

も、まだ利用につきましては未定でございますが、考えられることとしましては、災害時の簡

易沈殿池への利用とか、そういうものも考えられます。それ以外のものにつきましてはまだ未

定でございます。 

 また、烏山地区も南那須地区もそうですけれども、水洗化率の向上につきましては、今後鋭

意努力していきたいと思っております。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１号から議案第９号までの平成２７年度那須烏

山市一般会計予算・特別会計予算・水道事業会計予算については、各常任委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第９号までの９議案を、それぞれ所管の常任委員会に付託する

ことに決定いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐藤昇市）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は３月１９日午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会します。大変御苦労さまでした。 

［午後 ４時５４分散会］ 
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